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三
田
學
會
雜
誌.

第
四
十
八
卷
第
十
一
號

第
一
步
が
開
か
れ
、
大
企
業
.の
態
度
を
中
心
と
す
る
苴
視
的
動
學
理
論
が
組
立

て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
發
展
の
局
面
を
取
扱
ぅ
理
論
で
あ
っ
て
、「

代

表
企
業」

の
理
論
が
靜
止
狀
態
を
取
^
ぅ
の
と
對
照
的
で
あ
る
。
か
く
て
次
の

段
階
と
し
て
具
體
的
な
ア
グ
レ
ゲ
I

シ
3

ン
の
問
題
に
入
る
こ
と
に
な
る
が
、
.

こ
の
點
に
っ
い
て
は
他
日
を
期
し
た
い
。
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n
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げ
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. 

w
.

ohenery. 

Process' 

a
n
d

 

Production 

' 

f

.cnctions 

f
r
o
m

 

. 

engiaeerin

oq(studie

co
M.
ts
c+
-tr
o> 

Structure o
f

c+
h
e Am

e
r
i
c
a
n

 e
c

-on
o
m
y
,

 .Nevir York,1953o

(

註
7)

拙

著「

計
量
經
濟
學」

ニ
ニ
八
頁
。

(

詫
8)

汐
見
三
郎
傅
士
編「

國
民
所
得
の
分
配」

一
七
〇
頁
及
び
統
計
附
錄 

八
I
十
二
頁
。

(

胜
9)

拙

稿r

經
營
不
平
等
係
数」

(

三
田
學
會
雜
誌
昭
和
ニ
ー 
年
十
一
月

■ 

號)

參
照
。

■

-

(

註
10)

拙

著「

計

1:
經
濟
學」

五
八
頁
。

二

八

(

八六〇

>

(

註
11)

.前
揚
拙
著
五
九
頁
。

(

註
12)

‘
前
揭
拙
著
六
五
頁
。

(

補
'註)

一
般
に
は

iQ
>J g
w

:g
A
0 
.な
る

條
件
を
充
す
必
要
が
あ
る
。
 

こ
の
條
件
は

f

遷

f

暴

>

f

ネ

'

.

で
十
分
條
件
と
し
て
左
邊
が
1
よ
り
大
な
る
た
め
に
は
、

9
L

 /

 

d
l 

1
—

h

卽

ち

ゐ

と

>
 
.の
差
は
勞
働
の
限
界
生
產
力
の
差
よ
り
小
と

な
る
必
要
が

あ
る
。

新
結
合
が
行
わ
れ
ず
政
府
の
公
共
投
資
に
よ
っ
て
"

だ
け
の
先
業
者
を 

吸
收

し
た
と
き
に
は
、
こ
れ

等
の
人
々

の
勞
働
の
生
庳
性
は
以
前
は
零
で
あ
っ 

た
の
が
比
較
的
位
低
い
生
產
性
を
得
た
の
で
あ
る
か
ら
、
ト

,1
^

7

&〈0 

と
考
え
.て
よ

い
。
し
か
し
こ
れ
に
よ

る
有
效
需
要
の
創
造
は
大
企
業
よ
り
も
中 

小
企
業
に
效
果
を
與
え
る
の
で

J
i^
,

H

&の
符
號
は
不
明
で
あ
る
。又

、

s
e
a
l
s 
ぐ

-

-
^―

I

A

0で
あ
り
、
賃
金
所
得
全
體
と
し
て
は
平
等
化
に
向
ぅ
で
あ

.

ろ

ぅ

c

aは
公
共
事
業
に
お
け
る
勞
働
の
生
產
性)

。
こ
の
場
合「

新
結
合」

の
場
合
と
異
な
り
收
益
曲
線
は
實
質
的
に
は
上
昇
し
な
い
の
で
遊
休
資
本
が
存 

*

Q1
Q 

在
し
な
い
限
り
4

は
小
と
な
り
、
勞
働
と
資
本
の
補
完
的
關
係
は
考
え

ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
代
替
關
係
の
場
合
だ
け
を
考
え
資
本
所
得
は
不
平
等
化
す

る

が

$

/\
ル
な
る
公
算
が
強
い
の
で
そ
の
不
平
等
化
の
程
度
は
賃
金

所
得
の
平
等
化
の
.程
度
よ
り
小
な
る
可
能
性
が
大
き
い
。

古

典

學

派

に

於

け

る

「

賃

勞

働

」

.問

題

の

分

析

視

角

-
-
-
ア
ダ

A

一
、

ス
ミ
ス
の
時
代

.

ニ
、

ス
ミ
ス
の「

賃
勞
働」

關
保
の
把
握

三
、
ス
ミ
ス
の「

賃
勞
働」

問
題
の
分
析

四
、‘
■む
す
び

一
、

ス
ミ
ス
の
時
代

ス
ミ
ス
の
時
代
。
そ
れ
は
ィ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
が「

本
来
的
な
マ
ニ
ュ
フ
ァ 

ク
チ
ュ
ア
1

」

か
ら
將
に
產
業
苹
命
の

■

「

嵐
と
熱
狂
の
1

」

へ，
^
入
せ
ん 

と
す
る
過
渡
期
で
あ
っ
た
。
卽
ち
、

一
六
八
八
年
名
譽
苹
命
に
ょ
っ
て
絕
證 

義
權
力
を
破
り
、
新
た
な
支
配
者
と
な
っ
た「

地
主
的
お
ょ
び
資
本
家
的
貨
殖 

家」

は
國
家
權
力
を
媒
介
と
し
っ
っ
、「

本
源
的
蓄
積」

を
急
速
か
っ
：徹
底
的
に 

遂
行
し
て
行
っ
た
が
、
ス
ミ
ス
の
段
階
は
、
こ
の
溉
程
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
資 

本
關
係
に
基
き
、
生
產
を
順
調
に
發
展
せ
し
め
、
今
や
自
立
化
す
る
に
足
る
資

. 

本
を
蓄
積
し
た
產
業
資
本
が
、「

本
源
的
蓄
積」

期
に
於
け
るj

切
の
經
濟
的• 

制
度
的
制
約
か
ら
脱
却
し
、4

楙
盼
か「

賢

私

歡

！

I
」

を
開
始
せ
ん
と
す
る 

に
至
っ
た
轉
換
期
で
あ
っ
た
。

古
典
厚
派
に
龙
け
るr

賃
勞
働

'1
__間
媢
の
分
析
覦
角 

,

•
ス

ミ

ス

-
1
.
.

,

井

村

喜

代

' 

子

從
っ
て
、
こ
の
段
階
に
於
い
て
は
、
資
本
は
自
ら
の「

生
み
の
母J

た
る
制 

度
的

f

に
反
逆
し
、
そ
の
自
立
的
發
展
の
爲
に
自
由
を_

_

勞
働
に
關
し
て 

は
罾
#
と
雇
用
の
良
由
を

-
要
求
す
る
も
の
と
し
て
現
わ
れ
る
。

蓋
し
、
原
蓄
期
に
あ
つ
て
ば
、

エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
許 

'り
で「

心
理
的

||
,按
術
的
初
期
性」

^
ぁ
っ
た
貧
民
を
、低
廉
な
貿
易
商
品
の
生 

產
に
從
事
さ
せ
っ
っ
、
豐
富
に
維
持
し
て
行
く
爲
に
は
、

I
弱
な
資
本
は「

翟 

救
貧
法HJJg 

O
S 

p
o
o
r

 L
a
w
」

の
如
き
制
度
的
强
制
を
必
要
と
し
t
び
、 

他
方
、

エ
リ
ザ
べ
ス「

徒
弟
條
例Statute of Apprenticeship

」

等
は 

そ
の
創
出
者
た
る「

都
市
の
織
元」

餍
の
衰
退
に
も
拘
ら
ず
、
手
工
的
熟
練
を 

基
幹
と
す
る
生
產
の
下
で
優
位
を
占
め
る
熟
練
職
人
に
依
っ
て
固
持
さ
れ
續
け 

て
い
た
の
で
あ
る
於
、

マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
の
^
M-
に
基
い
て
^
ホ
の
.支
配 

が
强
化
さ
れ
る
と
共
に
、
そ
れ
に
伴
ぅ
勞
働
の
單
純
化
を
通
じ
、
徒
弟
制
度
の 

基
礎
.が
破
壞
さ
れ
て
行
っ
た
段
階
で
は
、
か
か
る
^
制
度
は
單
に
無
用
と
さ
れ 

る
許
り
が
、
救
貧
稅
の
負
檐
、
勞
働
諸
條
件
の
制
約
を
齎
す
桎
梏
と
す
ら
考
え 

ら
れ
る
に
至
る
の
は
當
然
で
あ
ろ
ぅ
。

尤
も
、
產
業
革
命
以
前
に
於
い
て
は
' 
資
本
は
未
、だT

極
め
’
斷
片
的
に
國

ニ

九

へ
八
六
ー
し
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.

民
的
生
產
を
征
服t
る」

に
過
ぎ
な
い
し
、
又
征
服
さ
れ
た
生
產
自
體
で
も
、 

マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
の

「

狹
隘
な
技
術
的
基(

礎
/
に
依
り
靈
を
备
あ
£
安 

配
し
得
な
い
の
で
は
あ
る
が
、
こ
ぅ
し
た
限
思
の
中
に
も
資
本
が
一

'應
自
e>
'
か 

手
で
資
本
關
係
を
再
生
產
し
、i

と
雇
用
の
自
由
を
要
求
し
得
る
程
度
に
迄 

成
熟
し
、
こ
の
自
由
を
運
盤
と
し
て
マ
一
一
ュ
^

^
の
^
#
を
帛
^:
卜
苋
服
す
る 

.產
業
革
命
を
生
み
出
そ
ぅ
と
し
てい
た
^
に
、
產
業
革
命
か
前
夜
卩
路
昏ih
'
m' 

期
と
規
定
さ
れ
る
ス
ミ
ス
段
階
の
特
徵
が
あ
つ
た
。

か
か
る
歴
史
的
段
階
の
特
微
を
ス
ミ
ス
の「

賃
勞
働」

關
係
の
認
識
及
び
課
題 

意
識
と
の
關
聯
で
究
明
す
る
事
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
が
、
紙
数
の
制
限
で
割 

愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
點
內
田
.義
彥
氏
の
力
作「

經
濟
學
の
生
誕」 

「

前
編」

、
特

に「

附
論」

を
參
照
さ
れ
た
い
。
尙
、
時
代
的
背
景
や
課
題
の
考 

傲
の
下
に
ス
ミ
ス
勞
働
理
論
を
取
扱
っ
た
も
の
に
、
大
河
內
一
男
.

「

ア
ダ
ム• 

ス
ミ
ス
と
賃
銀」

(

全
訂
版「

ス
ミ
ス
と
リ
ス
ト」
所
收)

◊
服
部
英
太
郞「

員 

銀
政
策
論
の
史
的
展
開」

第
二
章
、
第
二
節
。
小
川
喜
一「

ア
ダ
ム
♦
ス
ミ
ス 

の
勞
働
政
策」

( 「

細
濟
學
年
報」

㈠)

。
佐
野
稔「

ア
ダ
ム
，
ス
ミ
ス
と『

勞 

働
の
自
由』

」
( 「

經
濟
理
論」

ニ
六
年
六
月)

が
あ
る
。

(

驻
1)

服
部
氏

「

前
掲
書」

第
一
章

。•

(

駐 
2

)

W

&
• 

w
. 

W
e
b
b
,

 

s
w
n
g
l
i
s
h

 

Local 

G
o
v
e
r
n
m
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n
t
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M
n
g
H
s
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o
o
r

 L
a
w

 History,》
P
a
r
t

 I. 

s 

T
h
e

 Old P
o
o
r

 L
a
w
、

 

1927. 

M
. M

a
r
x
,

 

* 《D
a
s
w
a
p
i
t
a
v
、

y
o
^
w
p

0

T
O
g
a
b
e 

besorgt 

v
o
m

 M
-
E
-
L

 Institute, 

s

.

1
.
S. 7

7
S
.

長
谷
部
.譯(

日
評
版)

H 

三
四
六
丨
七
頁
。

(

驻

3〕
s* 

B. W
e
b
b
,

こ Th
e

 History of Trade

 u
n
i
o
n
i
s
m
^

三
o 

(

八
六
ニ)

Revised ed., 1920, p, 

4
3
A
3
.

荒
畑
譯
五
八—

七
四
頁
。

(

註

4)

：
 

K
,

 M
a
r
x
,

 :a.a. 

p
, 

S. 

_
 

.
譯
㈣
三
七
三
頁
。

尙
傍
斯
は
引

用
者
、
丸
は
著
者
自
身
の
も
の
で
あ
る
。(

以
下
同
樣)

(

註
5) 

a. a. 

0., S
.
S
5
4
.

譯1
：

五
五
頁
。

ニ
、

ス

ミ

ス

の「

賃
勞
働」

關
係
の
把
握

ス
ミ
ス
の「

賃
勞
働」

關
係
の
把
握
に
於
い
て
、
先
ず
^
目
す
ベ
き

事
は
、
 

彼
が
經
濟
の
分
析
を「

生
產
かM

の
中
樞
b
し
て
の
艷
胁
如
e>
'
f
i砂
か
、
 

勞
働
を「

目

©」

の
.源
泉
と
し
て
經
濟
の
基
歡
に
据
え
た
點
で
あ
る
.0「

す
べ 

て
の
國
民
の
年
々
の
1

は
、
本
來
そ
の
.國
民
が
年
々
■

す
る
と
こ
ろ
の
あ 

ら
ゆ
る
生
活
の
必
需
品
と
便
益
品
と
を
§

す
る
資
源
で

i
2>
¥

jと 

い
ぅ
有
名
な「

國
富
論」

胃
頭
の
一
節
こ
そ
.は
、
ス
ミ
ス
を
支
え
る
基
本
的
命 

題
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
.で
ス
ミ
ス
は
霞
及
がi

#

由
昏
昏
卜
斯f

か 

關
係
に
於
い
て
、
勞
働
者
の
地
位
の
變
化
や
、
勞
働
者
と
雇
主
の
地
位
の
相
違 

を
把
え
て
行
く
。

卽
ち
、「

土
地
の
私
有
と
の
蓄
續
と
に
殆
立
つ
原
始
的
狀
態」

で
は
、
 

勞
働
者
はr

共
に
分
っ
べ
き
地
主
も
主
人
も
有
た
な
か
っ
た」

爲
、「

於
#6

 

全
生
產
物
は
そ
の
勞
働
者
に
麗
し
た」

が
、
.

「

土
地
が
私
有
財
產
と
.な
る
や
否 

や
、
地
主
は
1

者
が
そ
の
土
地
で
.生
產
し
、
ま
た
は
そ
こ
か
ら
採
取
し
得
る 

殆
ど
す
ベ
て
の
生
產
物
に
つ
い
て
一
種
の
分
け
前
を
要
求
す
る」

し
、
資
本
の 

蓄
積
以
後
で

は

、

i

^-
は
原
料
や
生
活
資
料
を
前
貸
す
る
®
ま
を
必
要
と
す 

る

が「

雇

主

は

擊(

勞
働
者
丨
引
用
者)

の
生
產
物
、
言
ひ
換
へ
れ
ば
、
そ 

の
原
料
を
用
ひ
て
勞
働
が
行
は
れ
た
1

そ
の
原
料
に
附
加
さ
れ
た
價
値
の
分 

前
に
與
か
る」
爲
、
地
代
と
称
潤
が
霞
生
昏
物
知
レr

i

命」

か
か
、
歡

渚
は
®

の
生
產
物
全
體
を
所
有
し
得
な
い
事
と
な
る
。

.

玆
で
は
、
§

者
と
雇
主

•地
主
と
が「

國
富」

の
生
產
に
於
い
て
全
く
異 

つ
た
立
場
に
あ
る
事
が
明
瞭
に
把
え
ら
れ
て
い
る
。
生
產
の
擔
手
た
る
，
働
者 

が
を
勢
い
、

且フ於等に住居する

」

の.

に反

 

し
、
.地
主
は
.「

i

於
知
っ
て
取
か
か
知
っ
た
場
所
で
收
獲
す
る
こ
と
を

, 

(

み」

、

)

資
本
所
有
者
.は「

か
ど
一
か
い
の
务
働
の
負
檐
を
免
れ
る
卜
拘
ら
ず」

'*
R 

生
產
物
の
•分
前
を
要
求
す
る
。

.從
つ
て
、
か
か
る
狀
態
に
於
い
て
は
、
霞
者
の
生
產
物
の
全
的
所
有
が
不 

可
歡
七
な
る
許
り
で
な
く
、
生
產
物
の
分
前
を
廻
り
i

者
と
雇
、壬
の
對
立
が 

生
じ
、
雨
蜜
は
相
互
に
團
結
し
、
闘
荦
す
る
に
至
る
と
考
え
ら
れ
た
が
、
こ

.̂ 

點
に
關
す
る
ス
ミ
ス
の
分
析
私
後
に
見
る
如
く
極
め
て
銳
く
、
彼
の
.「

率
直
な 

親
實
認
識…

…

の
深
さ
を
ー
ボ
?
-

」

も
の
と
し
て
浅
目
に
價
す
る
。

以
上
の
ょ
ぅ
な
勞
働
把
握
.か
ら
導
き
出
さ
れ
た
勞
働
者
の
地
位
の
變
化
•
勞 

資
の
利
益
の
分
裂
の
認
識
こ
そ
は
、
其
の
後
の
階
級
對
立
の
理
論
を
生
み
出
す 

母
體
と
な
つ
た
も
の
で
あ
.る
。

(

註
1)

マ
ル
ク
ス「

經
濟
學
と
哲
學
と
に
か
ん
す
る
手
.稿」

マ
ル
•
エ
ン
選 

集

(

犬
月
版)

•
補
卷
H
1
1
ニ
三
頁

。

.

(

驻 
2

) 

A„ Smith, C
A
n

 Inquiry into t
h
e

^
p
&»i
a>Causes 

of the W
e
a
l
t
h

oH>N
a
t
i
o
n
s
'

 T
h
e

 M
o
d
e
r
n

 Library wdition, 

b
y

 

w
. 

S
H
P
S
- 

1937, 

P
J
Y
i
i
.

大
內
譯
H
一
 
五
頁
。

S

3) 

Ibid., p. 6
4
-
5
.

譯
㈠
ー
三
〇
丨
一
頁
。
同
樣
の
.見
解
は 

p. 

400
-
9
.課
㈠
ー
〇 
一
！
四
頁
に
も
あ
る
。
 

•

(

註
4) 

タ

豸

罾

㈠
一
五
七
頁
。

(

驻
5) 

1
.
^
.
さ
，
譯
H
一_ 

◦四
頁
。
尙
玆
で
地
主
が
生
產
物
控
除
者
と
し 

古
典
學
派
に
於
け
る「

賃
勞
働」

間
題
の
分
析
視
角

.て
直
接
勞
働
者
に
對
立
し
て
現
わ
れ
る
の
は
、
リ
ヵ
ー
ド
と
比
較
し
て
問
題 

を
含
む
が
、當
節
.で
は
專
ら
赘
本
對
勞
働
.の
問
題
に
焦
點
を
置
く
攀
と
す
る
。
 

(

註
6〕
Ibid.,

:
p
. 

49

•
譯
㈠一

〇
三
頁
。

(

註 
7

)

 

I
b
i
d
,
,

 

P
.

 

6
6
-
7
.

譯
H
ニ
ー
一
三

—

六
頁
。

(

話
8)

大
河
內
氏T

前
揭
書」

..三
四
六
頁
。

(

註
9)

マ
ル
ク
ス

.H

ン
ゲ
ル
ス
が
.こ
れ
を
批
判
的
に
攝
取
し
て
行
っ
た
過 

程
は
、
特
に
エ
ン
ゲ
ル
スr

國
民
經
濟
學
批
判
大
耦」

、
マ
ル
ク
ス
前
掲「

手 

.稿」

、「

勞
貴」

、r

剩
餘
價
値
學
說
史」

第
一
卷
第
二
章
に
窺
わ
れ
る
。

然
し
、
ス
ミ
.ス
は
資
本
蓄
積

• 
土
地
私
有
以
後
の
社
會
を
、

一
應「

初
期
未 

開
の
社
會」

と
對
比
し
っ
っ
も
、
そ
れ
を
自
然
的
な
も
の
と
し
て
超
歷
史
的
に 

把

握

し

後

述

)

，
結
果
、
こ
の
社
#
に
固
有
な
勞
働
”
生
產
形
態
の
歴
史
的 

特
質
を
認
識
出
来
ず
、
從
っ
て
、
.勞
資
の
關
係=

對
立
を
賢
本
制
生
產
過
程
そ 

の
も
の
の
中
に
於
い
て
見
極
め
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

.確
か
に
ス
ミ
ス
は
利
潤
に
よ
る
勞
働
生
產
物
の
控
除
を
以
て
、
資
本
に
基
く 

生
產
を
特
徵
づ
け
て
は
い
た
。「

し
か
し
疎
外
.は
た
ん
に
_

に
お
い
て
だ
け
で 

は
な
く
、
ま
た
生ii

の
行
爲
に
お
い
て
も
生
產
活
動
そ
の
も
の
の
內
部
に
お
い 

て
も
あ
ら
わ
れ
る
。
も
し
も
勞
働
者
が
生
產
行
爲
そ
の
%'
の
に
お
い
て
自
分
自 

身
を
疎
外
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
ど
の
よ
ぅ
に
し
て
彼
は
彼
の
活
動
の
生
產
物 

に
た
い
し
て
よ
そ
よ
そ
し
く
對
立
す
る
こ
と
.が
で
き
よ
ぅ
か
。…

…

勞
働
對
象 

か
齋
ル
卜
か
い
’
か
、

fc
'於
勞
働
活i

そ
の
%'
の
に
お
け
る
嫩
外
、
外
在
化
が

黔
f

迄

i

岂

1

だ
が
、
賃
勞
働
に
基
く
生
產
を
社
會
に
固
有
な
も
の
と
考
え
な
い
ス
ミ 

ス
は
、
勞
働
對
象
の
疎
外
の
事
實
を
認
め
.て
も
、r

勞
働
渚(

勞
働)

と
生
產
と 

か
^

的̂
U

卜
於
中
か
膨
办
阶
を
究
明
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

(

八
六
三)

I;



三
田
學
會
雜
誌

.第
四
十
八
.卷

第

十

1

號

，

れ
r

4
み
出
す
象
盤
で
あ
る
所
のr

勞
働

&
本
質
に
お
け
る

M

b
 

i
i
i-
' 

る

。」

. 

.

，

；
因
み
に
、

ス
ミ
ス
に
あ
つ
て
は
資
本
は
利
潤
を
因
的
に
使
用
さ

3̂
、
.
：̂

^
^' 

お
い
て
勞
働
生
產
物
を
控
除
す
る
事
は明
ら
f
で
あ
る
が
、
か
か
る
利
潤
が
她 

何
に
し
て
生
產
さ
れ
る
か
は
全
く
不
問
に
さ
'^
て
い
る
爲
、
資
本
は
單
に
勞
働 

者
の
坐
活
資
料
，原
料
及
ぴ
用
具
、
っ
.ま
り
4
齋
#

4
ハ
こが
，も
ぎ
と
見
做
1
树
、、
 

而
も
そ
こ
に
は
勞
働
溃
に
前
貸.さ
れ
るa

d
v
a
n
c
e

と
い
う
見
解
が
っ
：き
纏
つ 

て
い
る
。
從
っ
て
、
利
潤
を
目
的
と
す
る
生
產
の
特
徵
は
賢
か

H
S'
I :
J^ '
か 

貸

與
.
そ
れ
に
伴
う
利
潤
の
控
除
と
い
う
於
か

6

か
把
ぇ
ら
れ
、
生
產
が
資
本 

に
ょ
り
利
潤
の
爲
に
.營
ま
れ
る
事
か
ら
生
ず
る
本
質
的
變
化
は

全
く
^
落
さ
れ 

て
了
い
、
生
產=

勞
働
は
自
然
と
人
斷
か.
賢
办
#
.6
51
'
掛Xi 

W
5'か
勝
.
勝 

態
に
お
い
て
考
察
さ
れ
る
事
と
な
つ
た
。

そ
こ
で
ス
ミ
ス
は「

文
明
社
會」

「

市
民
社
會」
の
生
產
を
、

賃
勞
働
に
基 

く
資
本
制
生
，產
と
し
て
で
は
な
ぐ
、
分
業
生
產
と
い
う
曖
昧
な
力
テ
ゴ
リ
ー
に 

ょ
っ
て
特
徵
づ
け
て
行
く
の
で
あ
っ
た
。

尤
も
、
ろ
、、、
ス
は「

文
明
社
會J 

=

分
業
社
會
で
資
本
所
有
者
と
勞
働
者
の 

分
離
が
支
配
的
に
な
る
事
實
を
認
め
て
い
た
。
卽
ち
、
分
業
が
廣
汎
に
展
開
さ 

れ
た
以
展
で
は
、
勞
働
生
產
物
は
自
ら
の
生
活
必
需
品
の
極
く
一
少
部
分
と
な 

り
、
欲
望
充
足
は
生
產
、
交
換
の
終
了
後
は
じ
かP

可
能
と
な
る
爲
、
そ
の
期 

間

中「

彼
の
生
活
を
i

し
、
.彼
に
彼
の
仕
事
の
材
料
と
道
具
と
を
供
給
す
る 

に
足
る
だ
け
の
資
財
が
、
ど
こ
か
に
、
先
以
て
貯
積
さ
れ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
。」

が
、
他
方
、

蓄
積
資
財
に
基
く
生
產
は
雇
用
勞
働
者
數
の
增
大
、
•生 

產
力
の
向
上
を
通
じ
、
分
業
を
更
に
一
層
促
進
さ
せ
る
爲
、
分
業
と
資
財
の
蓄 

锁
は
相
互
刺
戟
的
に
發
展
す
る
事
に
な
へ
&

け
で
ぁ
る
。

三
ニ
：

(

八
六
四)

然
し
な
が
ら
、
生
產
の
膣
史
的
形
態
に
注
意
し
な
い
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
 

單
純
商
品
生
產
に
對
應
す
る
社
#-
的
分
業
と
、
賃
勞
■

係
の
成
立
に
よ
っ
て 

は
じ
め
て
確
立
す
る
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チH

ア
分
業
が
絕
え
ず
混
同
さ
れ
か
^ |
ル
 

分
業
が
資
財
の
蓄
積
を
先
以
て
前
提
す
る
と
い
ぅ

場
合
に
も

、

單
純
商
品
生 

產=

社
會
的
分
業
の
前
提
で1

1
1

丄i:
M

r
家

if

か

款

.6

影

と

、
資 

本
带
生
產

n
マ
ニ

分̂
業
の
前
提
た
る
务
か
^>
_
6T'
へ
か
生
產
チ
取
か
大
M '
傲 

我

.

.っ
ま
り
資
本
の
形
成
が
_區
5]
|
さ
れ
ず
、

生
產
に

■必
要
.な
.資
財
の
蓄
積
は 

「

彼
自
身
の
所
有
で
も
よ
く
ま
た
は
他
人
の
所
を
か

%'
A 

w

kの
と
し
て
把 

え
ら
れ
、
他
方
、
こ
.れ
と
對
應
し
て
、
分
業
勞
働
者
と
呼
ば
れ
る
港
の
中
で
も 

「

獨
立
の
職
工

i
no.
e
p§
d
o
&
 w

o
r
k
m
e

ど
と
雇
用「

勞
働
審labourer

」 

と
が
決
定
的
に
區
別
さ
れ
ず
、
前
者

H
小
商
品
生
產
者
か
ら
罾
豸
n
賃
勞
働

 ̂

<

の
轉
化
の
意
義
が
明
確
化
さ
れ
得
な
い
事
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に 

こ
そ
、
.ス
ミ
ス
は
一
方
で
は
、「

丈
明
社
會」

.

で
賃
勞
働
に
基
く
生
產
が
支
配
的 

に
な
へ
^
ヰ
實
を
認
め
、
事
實
上
は
す
ぐ
れ
て
賃
勞
働
渚
を
考
察
の
對
象
と
し
な 

が
ら
も
、
尙

「

交
明
社
會J

を
資
本
制
生
產
社
會
と
し
て
把
握
し
得
な
か
っ
た 

と
共
に
、
賃
勞
働
者
の
考
察
に
際
し
て
も
絕
え
ず
そ
こ
に
小
商
品
生
產
的
視
點 

を
導
入
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
つ
た
。

因
み
に
、
賃
勞
働
者
に
よ
る
マ
ニ
ュ
生
產
は
、
何
よ
り
も
先
ず
於
き
か
き
か 

化=

分
業

=
生
產
カ
の
向

-±
と
し
て
特
徵
づ
け
ら
れ
、
か
か
る
分
業
に
基
く
：̂
 

業
を
通
じ
勞
働
著
を「

資
本
の
指
揮
と
規
律
と
に
從
屬
さ
%
12
j、剩
餘
償
値
を
增 

软

5
て
行
く
資
本
4
的
特
質

=
昏
私
か
|
1^ :
务

昏

か

你

靜

が

見

落

さ

れ

て

い
 

I
し
、、
マ
二
ュ
勞
働
者
も
生
產
手
段
を
持
た
ぬ
爲
に
雇
主
を
必
要
と
し
、

^

 

と
1
て
執
潤
を
控
除
さ
れ
る
と
は
い
え
、
然
し
決
し
て
雇
主
に
從
屬
す
る
わ
け 

で
•は
な
い
。
彼
等
は
生
き
.生
^
と
し
て
働
き
、
仕
事
を「

簡
單
に
う
ま
く
や
り

と
げ
る
方
法」

を
見
出
そ
う
と
し
て
主
體
的
に
活
動
し
て
居
^!
、
こ
の
限
り
で 

は
獨
立
生
產
潜
と
何
等
異
る
點
は
な
ぃ
。
勘
昏

6

 r

^'
か
办
昏
i
p訃
や
ト4

 

有

の『

全
的
な』

(

こ
の
於
量
的
な
表
現

)

支
配
か
失
’
た
め
小
^
ぜ
あ
る
。 

そ
れ
故
、
ス
ミ
ス
の
勞
働
者
は
生
產
手
段
か
ら
分
離
さ
れ
て
い
る
場
合
に
も
、 

自
ら
の
廣
顧
カ
々
商
私
レ
レ
で
馓
寶
し
、.勞
働
を
I
品
購
入
者=

賢
於
家
の
下 

で
、
こ
の
商
品
H
勞

勝

办

過

路

h
レ
。
行
う
者
と
な
っ
て
い
な
い
點
が 

特
に
法
意
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う。

. 

.

以
上
の
如
く
、
剩
餘
價
値
生
產
と
し
て
の
資
本
制
生
產
の
特
質
が
明
確
に
認 

識
さ
れ
な
か
っ
た
事
に
ょ
り
、

'一
方
で
は
生
產
過
程
にi

け
る
勞
勝6

支
厠

= 

從

I

係
が
見
先
わ
れ
る
と
共
に
、
.他
方
で
は
、
生
産
の
主
體
が
w
か
い
た
分 

^

4
备
と
見
做
さ
^!
こ
の
生
產
過
程=

昏

念

T'
s

p'
か
ルi

影

か
 

集
團
的i

#
、

を
通
レ
,
綠
か
さ
れ
、
亂
膨
ハ
ルP

か

<
'於
勝
#
崎
終
と
し
て 

は
把
ぇ
ら
れ
なぃ

！！

忆
な
り
、
資
本
制
生
產
過
程
そ
の
%'
4
知

か

多

象
 

の
階i

的
對
立
は
全
く
認
識
さ
れ
ず
に
終
る
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
ス
ミ
ス
の「

貢
®

」

把
握
、
及
び
そ
の
諸
理
論
を
理
解
す
る
上
に 

決
定
的
に
重
要
な
點
で
あ
る
？ 

,

(

驻
1)

遊
部
久
藏「

古
典
派
經
濟
學
と
マ
ル
ク
ス」

第
二
章
。

(

註
S

マ
ル
ク
ス「

手
槁」

三
〇
芑
頁
。

(

驻
3)

同

.
右

三

〇

ニ

頁

。

C

註 

4) 

A. Smith, ibid., p. 2
6
2
,

譯
肖
一
〇
頁
。

(

註
5)

「

國
富
論」

第
二
篇
、
第
一
章
。

そ
'れ
故
'

不
變
資
本
と
岢
變
贅
本 

が
區
別
さ
れ
ず
、
後
者
は「

職
工
の
生
括
維
持
費
か
双
め
す
る
と
こ
ろ
の

一
 

種
の
流
動
資
本」

と
見
做
さ
れ
て
い
る
。(Ibid., p, 

P

S
一
九
肓
。) 

t

) 

Ibid., p. 

49°&

 6
5
.

譯
㈠
.一
〇
ニ 
•
一
 
三 
ニ 
頁
。

.

古
典
學
派
に
於
け
る「

賃
勞
働」

問
題
の
分
析
視
角

m
s 

Ibid., p., 259-60.

譯
㈡
六
I
八
頁
。(

第
二
篇
、
序
論)

、(

註
8)

特
に
第I

篇
、
第
二
章
に
端
的
に
現
わ
れ
て
い
る
。

(

話

9) 

A. 

Smith, ibid., p
,

 2
5
9
.

講3 !

七
頁
。

(

註
10)

兩
者
.は
生
產
物
の「

全
價
値
を
享
受
す
る」
か
西
か
で
-の
み
區
別
さ 

れ
、
生
庫=

勞
働
自
髏
に
お
い
て
の
相
違
は
把
ぇ
ら
れ
て
い
な
い
。(ex. 

Ibid, p. 66. &

 

69°
譯
㈠
ー
三
三
*1

三
八
頁
。)

そ
こ
で
獨
立
し
か
つ
少
數 

の
勞
働
者
を
雇
ぅ「

獨
立
の
製
造
業
者independent m

a
n
u
f
a
c
t
u
r
e
r
」 

や

「

普
通
.の
農
業
者c

p
m
m
o
n

 

f
a
r
m
e
r
」

す
ら
が
、
勞
働
す
る
限
り
で 

は
、
勞
働
者
と
同一

視
さ
れ
て
了
ぅ
。(lbid.,:p. 5

S
.

誤
㈠ 
一

二

頁

。)
.

(

註

-1
1)

第
八
章
で
も「

獨
立
の
職
工
.

一

人
に
對
し
て
雇
主
の
も
と
に
働
く
職 

エ
ニ
十
人
の
割
で
あ
るj (ibid., 

P
.
6
6
.

譯
㈠

1 .

三
三
頁
。)

と
し
て
、
雇 

用
勞
働
者
を
主
要
對
象
と
し
.て
い
る
。

(

註
12) 

K
.

 M
a
r
x
,

こ D
a
s

 capital 
メ 
s
.
r

s. 378
,

譯
闫
九
九 

.頁
'

(

註
13〕

尤
も
、
第
八
章
で
は
附
隨
的
で
は
あ
る
が
、
屈
•主
は
生
產
物
增
大
の 

.爲
、
勞
働
の
分
配
，
機
械
の
導
入
を
顧
慮
す
る
と
言
わ
れ(

相
對
的
剩
餘
價 

値
生
產
の
認
識

-<
7
>萠
芽)

(

>
.
8日
^
1
1
,
^
2:
.
,
1
>
,
2
4
9
.

譯
0
ー
七
一
頁
。)

、
 

ベ
又
第
五
谕
で
は
分
業
が
勞
働
者
を
単
純
な
繼
續
的
勞
働
に
拘
束
す
る

事
に
ょ 

.

つ
て
、
彼
等
の
知
的

•肉
體
的
破
壤
を
齋
冲
點
も
指
摘
さ
，れ
て
い
る
。(Ibid., 

p. 734-5. 

&

P

,譯
H

1
八
ニ
丨
兰
：
一
八
七
頁
0)

然
し
こ
れ
が
分
業 

.把
握
の
基
本
的
視
角
と
.な
つ
て
'1/
>
'な
い
所
に
問
題
が
あ
.る
。

(

驻y

 

vlbid. 

P. 9
.

譯
㈠
三
九
頁
。

(

娃
15)

內
田
•氏
.「

前
揭
書」

ニ
六
四
頁
。
尙
當
部
分
は
同
書
後
篇
及
び
高
島 

..
善
哉
編T

古
典
學
派
の
成
立」

中
の
內
田
•
長
洲
兩
氏
の
論
文
に
敎
ぇ
ら
れ

\
\ 

- 

三
三

■ 

■

(

八
六
五)



.•1

一
.田
學
會
雜
誌

' 
第
四
十

.八

卷：

第

十

，
一
，
號
.
.
.

.
た
所
が
多
い
。- 

.

、.
.

(
註
16

>

ス
ミ
ス
で
，は
勞
働
苕
は
ま
.ず
個
々
ば
ら
ば
ら
の
分
業
勞
働
者
と
し
て 

把
え
ら
れ
、
.各
自
：の
.生
產
物
の
交
換
を
通
じ
て
互
い
の
才
能
が
相
互
に
役
立 

つ
と
い
ぅ
形
で
勞
働
の
社
會
的
依
存
性=

結
合
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
に

過 

■

ぎ
な
い
。
.第

一.
篇
、
第
二 

•十
章
。(

二
種
の
分
業
の
混
同
視
の
結
果)

.
以

上

で

明
ら
か
な
如
く
、
ス
ミ
ス
は

罾

ホ

^
砠
鲁
に
於
け
る
勞
働
者
の
地
位 

の
變
化
を
單
.に
勞
働
生
產
物
取
得
の
量
的
減
少
と
見
做
し
、
勞
資
の
對
立
を
生 

產
物
分
配
の
侧
面
に
お

い

て

の

み
把
え
た
の
で
あ

る

が

、

更
に
注
意
す
ベ
き
事 

.は
、

.彼
が
そ
れ
等
の
考
察
に
際
し
素
材
的=

使
用
價
値
的
視
點
を
取
入
れ
る
事 

に
.，ょ
つ
て
、

限
り
で
認
め
ら
れ
た
諸
事
情
す
ら
を
も
充
分
深
め
得
な
か 

つ
た
'>
い

ぅ

勸

で

あ

る

。

こ
れ
は
ス
ミ
ス
.が

「

？

で
描
く j

文
朋
社
'#」

に
端
的
に
現
わ
A
て
い 

る
。
卽
，

「

：
：
:支
期
に

'1
.て
繁
榮
せ
る
國
民
の
間
に
お
い
て
は
、
全
く
働
か 

な

W
A>
骱
が
多
く
あ
り
、
し
か
も
そ
の
內
に
は
働
く
人
間
の
大
部
分
に
比
し
て 

十
僧
時

^J

し
て
は
w>
命
！

i

も
及
ぶ
位
の
勞
働
の
生
產
物
を
1

す
る
人
間
が
尠 

'く
な
い
.に
拘
ら
ず
、
そ
の
社
會
に
お
け
る
全
勞
働
の
生
產
物
诚
非
l
i't
c
«
富
で 

あ
つ
て
、
そ
の
社
會
の
す
ベ
て
の
人
が
充
分
な
る
供
給
を
受
け
.て
.ゐ
る
の
み
な 

ら
ず
、
最

I

#位
か

奶

階

級

の

で

も

、荀く
も
質
素
に
し
て 

P

勉
で
あ
る
限
り
、
加
制
な
る
野
蛮
人
も
受
け
る
こ
.と
の
で
き
な
い
や

ぅ

な

多 

く
の
生
活
必
需
品
と
使
益
品
の
分
け
前
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。」 

玆
で
ス
ミ
ス
枕「

全
く
働
か
な
い
人
間」

が

「

働
く
人
間」

の
生
產
物
の
大 

量
を
1

し
て
い
る
事
實
を
明
自
に
認
め
て
い
る
。
然
し
、
ス
ミ
ス
の
主
眼
は 

そ
の
餓
で
は
な
X
、
.か
か
る
階
級
的
不
^

#

ず

r
hの
人
民
の
最
下 

級

.に
至
る
ま
で
.ー
般
的
に
富
裕
で
ぁ
&

事
に
向
け
ら
れ
て
居
り
、
こ
の
富
裕

三

四

(

八
六
六)

.=

生
產
物
量
の
增
大
を
生
み

m
す
基
盤
と
し
て
、
分
業
に
ょ
る
生
窟
力
の
飛
躍 

的
發
展
に
問
題
が
絞
ら
れ
て
行
く
の
で
あ
つ

.た
。c 「

國
富
論j

が
か
業
論
で

：

&

 

め
ら
れ
る
理
由

。

)

そ
こ
で
、
生
產
物(

價
値)

の
分
割
、
そ
れ
に
伴
う
勞
資
の
對
立
の
認
識
は
、
 

.分
業
に
基
く
全
生
產
物(

*'
及
び
諸
所
得(

量)

の
增
大
と
い
う
事
實
の
中 

に
解
消
せ
ら
れ
、
勞
働
者
は
自
己
の
全
生
產
物
を
享
受
出
来
な
く
な
つ
た
點
が 

認
め
ら
れ
つ
つ
も
、
野
蛮
人
ょ
り
は
ョ
リ

多
量
の
必
需
品
か
受
取
る
も

の

と

し 

て
注
目
さ
九
、「

文
明
社
會」

は
階
級
的
不
平
等
、

利
益
の
分
裂
を
内
に
孕
む 

と

言

わ

れ

な

が

ら

も

、

「

一

股

的

豐

富

が

社

會

の

諸

^'
級

金

股

を

通

じ

て

行

き 

亙
る」

社
會
と
し
て
特
徵
づ

.け
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
つ
た
。

.そ
れ
故
、
ス
ミ
ス
の
富
裕
な
る「

文
明
社
會」

で
は
、
勞
働
と
資
本
は
一
應 

利
益
の
相
違
を
有
す
る
と
し

て

も

、

決
し
て
直
接
に
敵
對
し
合
う
階
級
と
し
て 

は
規
わ
れ
て
い

な

い

と

結
論
づ
け
ら
九
る
の
で
あ
る
。

(

註
1)

rSIni

c+h, 

ibif
.

 

p.lviii.

譯

H
一
 
七
頁
。
.こ
れ
は「

園
富 

論
草
稿

」

に
一
層
明
白
に
窺
わ
れ
る
。

こ
^
ロ

 

warly 

D
r
a
f
t 

o
f

ct
-
€ 

Wealtii 

of 

N
a
t
i
o
n
s
.
-
(

ご A
d
a
m

 

S
m
i
t
h

 

as 

w
ct
-u
d
e
n
t

. a
n
d

 

p
r
o
f
e
s
s
o
r
^
b
y
.
w
.

 K. Scott, 1937, p. 325

丨 

8

0水
田

譯

四

五

—

五
ニ
頁

。
' 

.

.
•

(

註

-2)

>
•c/
a
gs-
*
rこ The "wealth of N

ations, p
.
11.

譯

H

三
四
頁
。

(
註 

3) 

s

f
夕 

P
 
譯
㈠
三
四 

I 五
頁
。

:
>
p 

M
a
r
l
y

 D
r
a
f
t
:

 

p. 

S
2O0
.
啟

p

譯
五
三

•
六
〇
丨
一
頁
。

(

註 
4) 

A. Smith, 

** The wealth of N
a
t
i
o
n
s
:

?11.

m
H

.

三
五
頁
。

.

生
靡

H
勞
働
の
歷
史
的•

獨
自
的
形
態
に
對
す
る
無
關
心
。
單
純
商
品
生
產 

的
視
點
の
混
在
。
素
材
的
分
析
視
角
。——

こ
れ
等
は
相
俟
っ
て
、賃
勞
働
關
係 

の
下
で
の
問
題
を
勞
働
生
產
物
の
疎
外
、
分
配
上
の
利
益
の
分
裂
に
限
定
し
、
 

M
に
そ
の
認
識
を
も
、
富
裕
な
る「

文
明
社
會」

觀
の
®

に
退
け
る
事
に
よ 

っ
て
、r

賃
勞
働」

把
搌
を
大
き
く
制
約
づ
け
て
行
っ
た
。

此
處
に
は
、
諸
階 

級
の
階
級
的
結
合
、
相
互
の
pi
立
.が
尙
轰
熟
で
あ
る
と
共
に
、
生
產
力
が
順 

調
に
發
展
し
っ
っ
あo

た
ィ
ギ
リ
ス
初
I

本
主
義
の
現
實
が
反
映
さ
れ
て
は 

い

る

が

、

そ
れ
を
基
本
的
に
規
定
し
た
も
の
は
や
.は
り

自
然
法
思
想
に
基
く
自

. 

然

的

.超
歷
史
的
な
資
本
主
義
把
握
に
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
に
依
れ
ば
、
神
授
の
本
能
た
る「

利
己
心」

が

「

見
え
ざ
る
手」

の
遵 

き

に

よ
っ
て
豫
定
調
和
を
-
!
^し
っ
っ
、「

浪
然
的
自
由
の
取
序s

y
s
t
e
m

 of 

natural liberty
」

を
確
立
し
て
行
く
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
尤
も
、
ス
ミ 

ス
は
こ
の「

利
己
心」

を
新
興
市
段
階
級
と
結
び
っ
け
、
そ
の
.優
れ
た
役
割
を 

强
調
す
る
事
に
よ
っ
て
、
貴
族
、
大
地
主
：特
權
的
商
業
資
本
家
、
を
非
難
^

 ̂

の
で
あ
.る
か
ら
、
そ
の
限
り
で
は
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
_

を
擔
つ
て
い
る
の
で
は 

あ
る
.が
、
か
か
る
立
場
の
下
で
は
、
資
本
制
生
產
の
起
動
力
が
不
明
瞭
と
な
る 

と
共
に
、
雇
主
、
勞
働
卷
は
總
て「

利
3
心」

.の
相
手
と
し
て
は
一
撕
b'
r '
把 

え
ら
れ
、「

そ
の
@
|
に̂
.お
け
る
.階
級
的
利
益
の
分
裂
と
對
抗
の
相
に
於
い
て
. 

は
取
扱
は
.れ
得
な
い」

事
と
な
る
。

：

因
み
に
、
ス
ミ
ス
に
あ
つ
て
は
、
國
富
增
犬
の
第
一
要
因
た
る
分
業
は
、
交 

換

.交
易
に
對
す
る「

人
間
の
性
質
に
お
け
る
一
の
傾
向」

か
ら
促
進
さ(

|い〕 

第
二
要
因
た
る
蓄
積
は
、「

普
通
の
人
々
.

」
Q

「

貯
蓄
を
し
よ
ぅ
と
.い
ぅ
私
龄」

に
由
來
し
、
力
力
るr

各
人
の
そ
の
地
位
を
改
善
せ
ん
と
す
る
統
一
不
變
の
そ 

ふ
て
不
斷
の
努
力」

に
.基
い
て「

改
良
に
向
っ
て
進
む
事
#)
'
か
£
ふ
遐
妒」

が

古
典
學
派
に
於
け
浴「

賃
勞
働」

問
題
■の
分
析
視
角

實
現
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
、
剩
餘
惙
値
を
起
動
力
と
す
る
生
產
の
無
政
杯
阶
發 

展
や
、
蓄
積
過
程
に
於
け
る
貯
蓄
者
H
資
本
家
と
生
產
者=

勞
働
者
の
對
抗
關 

係
は
注
目
す
る
所
と
な
っ
て
は
い
な
い
。
假
令
、
兩
者
の
利
益
の
相
違
が
部
分 

的
に
認
め
ら
れ
.た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
自
然
的
秩
序
と
見
做
さ
れ
、
 

そ
の
中
に
も「

自
然
の
進
步」

が
促
進
さ
れ
て
行
く
と
考
え
ち
れ
て
行
っ
て
い 

る
。

. 

.

そ
し
て
、
こ
の
豫
定
調
和
的
な
，「

事
物
启
然
の
進
涉J

と
い
ぅ
認
識
は
、
分 

業
に
基
く
生
爵
力
の
向
上•

全
般
的
富
澈
の
增
犬
の
事
實
に
裏
づ
け
ら
れ
る
事 

に
依
っ
て
、
ス
.ミ
ス
の
搖
ぎ
な
い
基
盤
と
な
り
得
た
の
で
k
於
0,
こ
の
ょ
ぅ
に 

し
て
、
前
述
の
如
き
富
裕
M
る

「

文
明
社
會」

は
、
同
時
に「

完
全
な
自
由」

と 

「

IH
義
の
法J

の
支
配
ち
る
自
然
的•

調
朝
的
秧
序
と
見
做
さ
れ
た
か
ら
、
か 

か
る
富
裕
と
自
由
の
秩
序
の
基
盤
で
あ
るr

於
有
財
静
か
斯
亂
傲」

は
、そ
の
ま 

ま
、「

人
間
的
な
合
理
的
な
諸
.
係

^ ?
>:
考
え
ら
れ
て
行
っ
た
。

そ
れ
故
に
こ 

そ
、
ス
ミ
ス
は
資
本
が
利
潤
を
控
除
す
る
事
實
を
知
り
っ
っ
も
、
資
本=

：

私
有 

'財
產
の
現
實
か
ら
出
發
し
、
.そ
め
事
實
を
說
明
す
る
許
り
で
、r

勞
働
と
資
本 

の…
…

分
離
の
根
據
に
つ
い
て
、
な
ん
ら
の
解
決
を
も
吾
々
に
あ
た
え
な
へ
l
lo
j 

の
で
あ
る
。

又
、

國
富
の
源
泉
を
勞
働
に
求
め
な
が
ら
、

そ
れ
に
も
拘
ら
ず 

r

勞
慟
に
た
い
し
て
で
.は
な
く
私
有
財
產
に
い
っ
さ
い
を
あ
た
え
j'r
l
富
生
產 

者
た
る
勞
働
渚
が
相
對
的
に
み
じ
め
な
事
實
を
認
め
な
が
ら
も
、
其
處
に
何
の 

疑
惑
も
矛
盾
も
感
じ
な
ぃ
し
、
從
っ
て
又
、
勞
働i

「

ぃ
，
か
い
か
か
か
か
か」 

社
會

=
勞
働
者

.の
解
放
を
問
題
と
1>
-ょ
ぅ
と
は
し
な
い
の
で
あ
つ
た
。

そ
こ
で
.、
問
題
は
須
ぐ
富
裕
上
自
由
の
秩
序
を
侵
害
す
る
舊
制
度
に
向
け
ら 

れ
、
か
.か
.る
®
制
度
を
廢
除
し
た
所
に
如
何
に
し
て
生
產
力
の
發
展
、
そ
れ
に 

基
.く
調
和
的
發
展
が
實
現
.さ
れ
る
か
、
と
い
ぅ
點
に
理
論
的
究
明
の
視
角
が
定

三
.五
.

C
.A
六
七)

.



三
田
學
會
雜
誌
第
四
十
八
卷
第
十

.
1號

.

め
ら
れ
、：
玆

に

s

i

を
一
貫
す
る
^
^
か
办
齋
が
確
立
さ
れ
る
事
と
な

つ
た
の
で
あ
る
。

.

(

胜

1)
i>
'Smith, 

ibi<L, 

p*<6
5
1
.
譯
！
：

四

七

六

頁

。

狙

し

、

大

內

譯
 

で

は

-
「

自

然

的

自

甶

主

義

」

と

な

っ

て

.い
る

。

：

(

註
2)

蓄
積
論
で
は
終
始
、「

勤
勉」

な

「

普
通
の
人
々j

と
對
比
し
て
、
 

r

大
領
主J

、
「

富
裕
な
商
人」

、r

國
家」

が

「

浪
費」

と

「

不
仕
末」

を
齋
ら 

す
者
と
非
雛
さ
れ
て
い
る
。
尙
第
，一
篇
終
末
で
、
第
三
階
級
がr

一
般
に
社 

會
公
典
.を
欺
き
且
っ
そ
れ
を
弾
壓
す
る
こ
と
に
さ
へ
利
益
を
も
.っ
.人
々」

と 

激
し
く
攻
擊
さ
れ
、
彼
等
と
公
共
の
利
益
の
對
立
が
指
摘
さ
れ
、

—*
見
階
級 

對
立
の
言
及
の
如
く
受
け
取
ら
れ
る
が
、
內
容
的
に
は
'、
舊
特
權
的
階
層
が 

非
難
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
費
本
制
的
階
級
對
立
と
は
異
る
と
考
え
ら
れ 

る
。

眷

)

大
河
.內
一
男「

經
濟
思
想
史」

七
七
頁
。(
註
2)

(

註
3)

と
關
聯 

し
、「

道
徳
情
操
論」

に
於
け
る「

中
位
，P
あ
る
，い
は
下
®'
小
生
.活
狀
態」 

の
.人
と「

す
ぐ
れ
た
生
话
倏
件」

の
人
と
い
ぅ
區
別
の
し
方
が
.注
意
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。A. Smith, 

:
T
h
e

H
tr
®
o»i
y of M

o
r
a
l

 s
e
&
i
m
e
n
t
s
;

 

or. 

A
n

 

E
s
s
a
y

 towards a
n

 Analysis 
0

 ̂
汁
ば
® Principles b

y

 
w
hicii

s
e
n 

naturally judge c
oncer

n
i
n
g

 the C
o
n
d
u
c
t

to
n
d 

Character, first 
0

H>their Neighbours, a
n
d

 aft©rwards of 

themselves. 

T
o

 

w
h
i
c
h

 Is 

added, 

a

 

Diswertation o
n

 the 

Origin 
0

H>L
a
n
g
u
a
g
e
s

 
ミ
，10. ed., 1804, 

vol. l.-p. 12314
.

米 

林

譯(

上)

ニ一

四
丨
五
頁
。

(

独 
4

)

 

>
. Smith, 

- T
h
e

 W
e
a
l
t
h

 of 

N
a
t
i
o
s

..-
p
-

s
,
譯

B 

1

一j

八

頁

。

•(

第

一

篇

、

第

二

章

參

照
；}

三

六

(

八
六
八)

.

(

註
5)

Ibid., 

P
,

 321. .&

 3
2
4
—
5
.

譯
㈡

ー
一
七
1

八
. 

一
 

二 
四
丨
五
頁
。

(

第
二
篤
、
第
，三
章
參
照

)

(

註
6〕

I
M
d
-
,

 

?
. 3
2
6
,
:
議

5

1
ー.七
頁
。

C

註
7)

「

利
己
心J

と
經
濟
的
洁
動
の
關
聯
に
就
い
て

.は
、
大
河
內
一
男

「

ス 

ミ
ス
と
リ
ス
ト

」

、
高
島
善
哉

「

ア
ダ
ム
•
ス
ミ
ス
の

市
民
社
會
體
系

」

、
等 

を
參
照
。

(

往
8) 

A. Smith, ibid., p. 6
5
1
,

譯
(-
)
四
七
六
頁
。

(

註
9

>
.マ
ル
ク
ス

B
エ
ン
ゲ
ル
ス

「

神
聖
家
族
。
別
名
批
判
的
批
判
の
批
判

」 

マ
ル

.H

ン
.選
集
辅
钩
ニ
三
六
頁
。

(

註
10)

::
マ
ル
ク
スT

手
稿」

ニ
九
六
頁
。

.

(

註
11
,

)

同
右
三
，

一

三頁。

•

:

三
、
ス

ミ

ス

の

「

員

^
働」

問
題
の
分
析

.扭
、
以
上
の
如
き「

賃
i

」

把
握
に
.基
い
て
、
ス
ミ
ス
の「

賃
勞
働」

分 

析
が
如
何
に
展
開
さ
れ
，た
か
を
見
る
の
が
當
節
の
®

で
あ
る
が
、
そ
の
際
先 

ず
指
摘
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
彼
が
生
產
の
資
本
制
的
特
質
を
認
識 

し
な
い
事
に
ょ
.っ
て

、

生
產
過
程
に
於
け
る
資
本
に
ょ
る
i

の
支
®=

從
屬 

關
係
を
把
え
な
か

.っ
た
結
果
、

そ

こ

か

ら

生

ず

る

_
_

^
働
時
間
延 

長
、
勞
働
强
化
、
、等
、
及
び
そ
れ
等
に
對
す
る
勞
働
者
の
杭t

―

を

「

員

 ̂

働」

理
論
の1

環
と
し
て
設
定
し
得
な
か
っ
た
事
で
あ
る
。
■

そ
こ
で
問
題
は
專
ら
所
得=

賃
銀
の
分
析
に
集
中
し
て
作
っ
た
が
、
こ
の
賃 

銀

論(
第
八
章)

そ
の
も
の
が
分
配
論
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
な
か
っ 

た
點
も
亦
、
前
以
て
注
意
し
て
置
く
必
要
が
あ
ろ
ぅ
。
卽
ち
、
ス
ミ
ス
は
生
產 

8
 (

費
用
價
格
ブ
ラ
ス
平
均
利
潤)

を
值
値
と
漉
同
視
し
つ
つ
、
賃

銀
•
刹

潤

•地
代
の「

普
通
率
ま
た
は
平
均
率」

か
ら
構
成
さ
れ
る「

自
然
f

」

と 

規

定

し(

第
七
章〕

、

こ
の
！
{化
を
究
明
す
る
目
的
で
諸
構
成
部
分
た
る
諸
所 

.
得
の
分
析
乂
第
八
丨
ー一

章)

を
進
め
て
行
く
の
で
あ
る
。

從

* 0
て
、
問
題
は
一
定
s'
の
勞
働
に
對
t
か
®
 

.叫
免
*>
6
&於
に
對f

 

,
る
利
澗…

…

そ
の
總
和
と
し
ち
のir

然
^T

と
い
う
形
で
設
定
さ
れ
、

一
定 

の
生
產
物
の
諸
階
級
へ
の
か
®'
か
ぴ
ト
か
，
似
と
い
う
分
配
自
の
分
析
視 

-

角
が
確
定
さ
れ
て
居
な
い
の
が
、
リ
カ
ー
ド
と
め
決
定
的
相
違
と
し
て
.法
目
さ 

れ

ょ

う

。

(

註
1)

>
, 

ibid., p. 62—3
.

譯
B
一
 

二
八
丨
九
貢
。

尤
も
、
ス
ミ

ス

は
第
八
章
前
半
で
は
、
價
値
分
解
說
の
立
場
に
立
っ
て
、.
土 

地
私
有
、
資
本
蓄
積
以
後
に
於
け
る
生
產
物
價
値
&
か
都
を
明
ら
か
に
し
た
上 

で
、
其
處
に
於
け
る
賃
銀
決
定
の
機
構
を
究
明
す
る
事
に
依
っ
て
、
か
か
る
分 

.配
論
の
特
徴
を
事
實
>
超
克
、
賃
銀
制
度
に
對
す
る
優
れ
た
洞
察
を
爲
し
て
い 

る
。

.

卽
ち
、
雪

生

產

f

値
が
賃
銀
.
利
潤
に
分
割
さ
れ
る
資
本
蓄
積
以
後
の 

社
會
で
は
、
勞
働
者
と
雇
主
は
各
自
の
分
前
を
增
大
す
る
爲
に
相
對
立
す
る
に 

至
る
が
、
雇
主
は
⑴
少
數
の
爲
、
圃
結
が
奮
な
上
、
⑵
法
律
的
に
團
結
を
許

. 

さ
れ
1
⑶
更
に
資
本
に
ょ
っ
て
鬪
爭
に
永
く
耐
え
得
る
結
果
、
遙
か
に
强
为
で 

あ
り
、
從
っ
て
、
賃
銀
は
常
に
.壓
下
さ
れ
る
傾
向
に
^
る
。

〕

然
し
、
，か
か
る
賃 

銀
切
下
げ
に
はr

一
定
の
率
が
あ
っ
て
、
最
穷
等
の
勞
働
に
っ
い
て
さ
へ
も
、
 

そ
の
普
通
の
賃
銀
を
、

こ
の
率
以
下
に
下
げ
？

」

と
は
不
可
能
で
あ
る
。」

蓋 

し
、「

人
間
.は
常
に
働
い
て
生
活
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、，
彼
の
賃
銀
は
、

少 

く
と
も
彼
の
生
活
を
i

す
る
に
足
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
茶
、
そ
れ
は
多

く
の
場
合
に
お
い
て
、
何
程
か
そ
れ
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
れ
で
な 

け
れ
ば
彼
は
そ
の
家
族
を
養
ふ
こ
と
が
で
き
ず
、
さ
う

w 

pm'
x'
か
衝
歡
ル
於 

初
のf

代
以
上
は

#'
續
い
得
な
か
如

^

そ
こ
で
、
賃
銀
は
勞
働
者
家
族
の
生
存
費
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
こ
れ
を
通 

じ
て
勞
働
者
種
族
の
再
生
產
.が
順
調
に
行
わ
れ
る
様
に
な
る
と
さ
れ
る
。

こ
の
生
存
費
說
は
、
勞
働
者
こ
そ
が
一
切
の
商
品
の
生
產
者
で
あ
り
、
從
っ 

て
資
本
の
再
生
產
に
は

^
■
豸
の
再
生
產
が
必
要
で
あ
る
と
い 

の
勞
戀
把
握
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
が
、
玆
で
ス
ミ
ス
は
勞 

働
者
を
專
ら
生
產
の
條
#'
b
し
て
の
.み
把
え
る
事
に
依
つ
て
、
資
本
制
社
會
で 

は
勞
働
渚
の
消
費
生
活
が
人
間
>:
'
し
て

&

1
と
い
う
內
容
を
失
っ
て
、
务
於 

の
生
產
要
因
と
し
て
の
勞
働
渚
種
族
の
再
生
產
と
い
う
意
味
を
持
ち
、
賃
銀
も 

馨
の
欲
望
充
足

.の
■爲
で
は
な
く
、
生
產
條
#'
6
i
4の
爲
に
、n

定
の
率」 

で
规
定
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
.て
い
る
。
そ
れ
許
り
か
、
ス
ミ
ス
は
生
存 

費
賃
銀
に
よ
る
勞
働
者
の
維
持
が「

貧
乏
人
特
有
の
嚴
密
な
る
節
約
と
け
ち
な 

細
心」

に
基
い
て
非
常
に
經
濟
的
に
行
わ
れ
る
結
果
、
霉
の
仕
事
は
奴
隸
の 

仕
事
に
比
し
て
安
く
な
か
び
胃

い

、

賃
銀
制
度
が
i

者
を
®'
か
。
务
M'
b
雜 

持
、.
再
生
塵
す
る
制
度
と
し
て
機
能
す
る
事
を
は
っ
き
り
指
摘
す
る
の
で
あ
つ 

た

。 

•

從
っ
て
、
玆
に
.於
い
て
は
、
勞
働
者
が
利
I

分
を
含
む
全
生
產
物
を
生
產
. 

す
る
に
も
拘
ら
ず
、
賃
鋇
と
し
て
は
單
に
生
活
^

:

を
受
取
る
に
過
ぎ
な
い 

と
.い
^
事
情
が
事
實
上
明
自
にp

ら
れ
て
居
る
の
で
あ
り
、
リ
カ

I
ド
派
社
# 

主
義
者
が
こ
の
主
張
の
中
に
罾
ホ
P
J1
L
1
:
會
の
矛
盾
を
讃
み
取
っ
へ
!
^
は
誠
に
當 

然
の
事
と
言
え
よ
う
。
長
期
に
瓦
る
生
^

說̂
の
系
譜
に
於
い
て
、
ス
ミ
ス
を 

そ
の
前
史
と
區
別
す
る
も
の
は
'正
に
こ
の
內
容
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

三

七

(

八
六
九)

•

古
典
學
派
に
於
け
る
.「

賃
勞
働」

間
題
の
分
析
視
角



H
田
學
會
雑
誌
：
第
盼
十
八
卷
.
：第
.十
一
號
：

：

.

.

尤
も
ス
ミ
ス
は
か
か
る
內
容
を
明
確
に
埋
論
化
し
た
わ
け
で
•は
無
い
。
.旣
に 

見
た
'如
く
、
勞
働
力
の
商
品
化
に
對
す
る
歴
史
的
認
識
が
無
く
、
勞
働
力
の
消 

費
過
程
と
し
て

0.
^

過̂
程
を
勞
働
そ
の
.も
0.
,と
鬼
る
ス
ミ
ス
ば
、
資
本
の
再 

•坐
產
の
條
件
を
力
で
は
な
く
多
働

#

の̂
^
か
か
苒
生
產
と
し
、
賃
銀
を 

勞
働
力
の
價
値
か
ら
で
は
な
く
直
掛
。
免

勝

者

か

ら

規

定

す

る

。
■そ 

れ
故
、
ス
ミ
ス
は
貫
銀
が
生
產
物
價
値
の
一
少
部
分
に
過
ぎ
な
い
と
い
ぅ
事
情 

を
、
勞
働
カ
の
®
値

と

霞

生

產

i

値
と
の
華
額
、
つ
ま
り
剩
餘
價
値
の
發 

生
と
し
て
說
明
し
得
な
か
っ
た
許
り
か
、
こ
の
認
識
か
ら
反
っ
て
、
挽
下
勞
働 

量
上
支
配
勞
働
量
の
差
に
氣
付
き
、
投
下
勞
働
價
値
戠
へ
.の
疑
薇
と
混
亂
を
生 

み
出
す
に
至
る
の
で
あ
っ
た
。

然
し
、T

賃

薦

」

.理
骗
の
檢
尉
に
於
い
て
、_

3»
卜
重
視
す
べ
き
事
は
、
.充 

分
に
理
論
化
さ
れ
な
か
っ
た
に
せ
ょ
、
事
實
上
明
白
：に

さ

れ

た

ご

の

を

、
 

ス
ミ
ス
自
身
が
資
本
制
的
矛
盾=

勞
働
諸
問
題
の
發
生
の
根
據
と
し
て
認
識
せ 

ず
、
其
處
に

— 1
員
i

」

理
論
展
開
の
基
盤
を
求
め
な
か
：っ
た
點
に
あ
る
。
勿 

論
、
こ
れ
■は
彼
の「

賃
^
^」

把
握
の
特
徴
と
の
關
係
で
考
察
す
べ
き
で
あ
る 

が
、
そ
の
前
に
賃
銀
論
自
體
の
展
開
で
ス
ミ
ス
が
何
を
注
目
し
て
行
っ
た
か
と 

1
ぅ
默
ヵ
ら
、
ふ」

の
原
因
に
ア
プ
ロ
~
チ
し
て
見
ょ
5
。

£
1
0 A. Smith, ibid., p. 

6
6
1
7.

譯
^
一.三
三
丄
ハ
頁
。

(

註 
2
,

)
Ibid., p

,
6
7
-
8

•
譯
㈠J 
兰
七
頁
。
.

S

3〕
Ibid., p. 8

0
-
1
.

譯
㈠
一
六
一
頁
。 

： 

(

能
4)

P
.
H•ダ
グ
ラ
ス
は

彼
等
が
ス
ミ
ス
に
ョ
リ
多
く
依
存
す
る
爲
、

「

ス 

ミ
ス
派
社
會
主
義
者j

と
さ
え
呼
ぶ
。
ス
ピ

I
ゲ
ル
編
、
越
村

•
長
洲
監
譯 

「

古
典
學
派J 

( 「

經
濟
思
想
發
展
史1

㈡〕

'中
の
.「

ス
ミ
ス

論」

ニ
九
頁
。
 

8

5 

V 

M
.

 

T, 

W
e
?
m
e
l
,

 

-
T
h
e

 

E

V.a
u
t
i
o
.po

f

:̂
e Classical

•三

八

(

八
七
〇)

^
w
a
g
o
T
h
e
o
r
y
:

 

1
9
3
9
.

參
照
。

大
體
、
前
史
で
は
生
存
費
的
低
賃
銀 

の
：現
實
が
經
驗
的
に
表
現
さ
れ
る
に
止
ま
り
、
生
存
費
賃
銀
規
定
の
メ
力
一
一 

:

ズ
ム
や
生
産
物
價
値
と
の
關
聯
は
殆
ん
ど
究
明
さ
れ
な
か
っ

.た
。

:
拨
、
生
存
費
說
の
解
明
の
後
、
ス
ミ
ス
は
國
富—>

賃
銀
丨>

自
然
價
格
と
い
う 

第
八
章
の
課
題
設
定
の
立
場
に
立
ち
、
異
る
發
展
傾
向
の
下
で
の
賃
銀
の
自
然 

率
の
相
違
の
檢
討
に
移
る
。
 

■

_

賃
銀
は
勞
働
需
要
に
よ
っ
て
變
化
す
る
が
、
需
要
は「

國
民
の
富
の
增
加」 

に
伴
う「

各
國
の
收
入
及
び
資
財
の
增
加」

か
ら
生
ず
る「

賃
銀
の
支
拂
に
充 

當
さ
れ
る
運
金f

u
n
d

の
增
加」

に
比
例
す
る
の
で
、
國
富
增
大
丨>

賃
銀
基
金 

增
大—>

勞
働
需
要
增
大
|
>高
賃
銀
と
い
う
關
係
が
成
立
っ
。
そ
れ
故「

勞
働
の 

.報
酬
が
よ
い
こ
と
は
、
國
民
の
富
が
增
加
し
て
い
る
、必

於

で

あ

る

が

、
 

ま
た
實
に
そ
の
自
然
的
徵
候
で
も
あ
へ
る
^
!

.
と
こ
ろ
が
、繁
榮
の
結
果
で
あ

る

高
賃
銀
は
、他
方
で
は
へ」

し
め
る
基
盤
を
生
み
出
し
て
行
く
。，
卽
ち
ハ
第
一
に「

勞
働
の
報
酬
が
い
い
と 

子
供
等
に
も
ョ
リ
い
い
食
物
が
與
へ
得
ら
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
ョ
リ
多
數
の 

乎
供
が
育
て
得
ら
れ
る
。J

こ
れ
は
'

1

見
鐵
則
理
論
を
思
わ
せ
る
ス
ミ
ス
は 

兹
に
賃
銀
下
落
の
原
因
で
は
な
く
、
高
賃
銀
を
媒
介
と
し
て「

皆
像
&
歡
歡
於 

必
要
と
す
る
程
度
に
應
じ
る
よ
う
に
い
.
勞
働
人
口
が
增
大
ヤ
か
取
わ
い
い
き 

向
を
見
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
!
{
L
、
V
プ
ラ
ス

M
ド
グ
マ
に
依
り
、蓄
積
ィ 

コ
ー

ル
生
產
的
罾
{1
の
%
カ
と

1
る)

ス
ミ

ス
で
は
、
勞
働
需
耍
增
大
は
蓄
積
の 

前
提
と
し
て
量
的
に
過
大
意
識
さ
れ
た
し
、
勞
働
節
約
手
段
た
る
機
械
を
持
た 

ぬ
マ
へ
|
し』

段
階
で
は
、實
際
上
も
、生
產
の
增
大
ば
勞
働
靈
の
增
加
を
要
請
し 

て
い
た
か
ら
、
繁
榮
下
で
の
勞
働
人
口
の
增
加
は
誠
に
喜
ば
し
き
現
象
と
考
え
. 

ら
れ
fc
。
そ
し
て
、
こ
の
增
太
し
た
^
®入
ロ

は

滯!)
'

纪

ぐ

生

產

に

双

I
さ

れ

、

生
產
物
の
增
加
を
通
じ
更
に 
一
_

積
を
促
進
し
て
行
く
事
と
な
る
。

更
に
第
二
に
、

高
賃
銀
は
-
i者
の
勤
勉
を
促
進
す
る
。r

勞
働
の
賃
銀
は 

勤
勉
の
促
進
劑
で
あ
つ
て
、
勤
勉
は
あ
ら
ゆ
る
他0

人
間
の
性
質
同
樣
、
刺
戟 

に
膘
じ
て
向
上
す
る
も
の
で
あ
る
。…

…

そ
れ
故
に
、
賃
銀
の
高
い
と
こ
ろ
で 

は
、
そ
の
低
い
と
こ
ろ
に
比
し
て
職
工
が
活
撥
で
勤
勉
で
そ
し
て
敏
活
で
あ
る

…
…

O
J

こ
の
よ
う
に「

國
民
の
富
の…

…

絕
え
ざ
る
增
加」

を
見
る
進
步
的
狀
態
で

は
、
震

—

#

要
增
大
丨

>囊

銀

：

"默

.
|1 1
:

_
^ |
1 |
丨
>
生
產
物
增

大
丨
> 蓄
積

f>
と
い
う
順
調
な
發
展
傾
向
が
支
配
す
る
爲
高
賃
銀
は
單
に
一
時
的 

結
於
で
は
な
く
、
か
か
る
社
會
の
自
然
私
卜
し
て
維
持
か
か
て
行
く
わ
け
で
あ 

る

。玆
に
は

f

說
的
色
彩
が
窺
わ
れ
る

が

、

ス

ミ

ス

が
主
張
す
る
の
は
、
賃
銀 

の
自
然
率
が
上
述
の
如
き
一
連
の
關
係
を
通
じ
、
進

步

•停
滞

.
衰
退
等
の
長 

期
的
發
展
傾
向
に
應
じ
て
、
各

々「

そ
の
社
鲁
の
事
情(

資
本
蓄
橫.
の
規
模
丨

• 

 ̂

r 

) 

、
、
、
、(

注
1»〕

引
用
者)

が

§
{1
豸
の
再
生
胄

_1
1〕

必
要
と
す
る
適
當
な
率」

に
合
致
し
、
 

そ
れ
に
よ
っ
て
資
本
の
再
生
產
が
維
持
ざ
れ
る
事
で
あ
り
、
.單
に
j

の
.

i

 ̂

的
比
率
に
よ
つ
て
市
場
勞
賃
が
決
定
さ
れ
る
と
い
う
所
謂
需
給
説
と
は8

1
^
^

 

で
あ
る
。
從
つ
て
、
賃
銀
論
後
半
で
も
、
勞
働
渚
を
再
生
產
の
條
件
と
し
て
、
 

賃
銀
を
彼
等
の
再
生
產
費
用
と
し
て
把
え
る
點
で
は
ス
ミ
ス
は
一
貫
し
て
居 

り
、
高
い
自
然
牵
が
支
配
す
る
の
も
、
不
斷
の
資
本
蓄
積
の
爲
に
は
、
勞
働
人

' 

ロ
の
遞
增
が
要
請
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
と
考

え

ら

れ
て
い

る

。

然
し
、

資
本
蓄
積
が
勞
働
者
の
增
大
を
前
提
す
る
と
.い
う
事
情
も
、「

於
餘 

の
本
質
に
お
け
る
疎
外」

を
認
識
し
な
い
ス
.ミ
ス
.に
と
つ
て
は
、勞
働
渚
が
生
產 

の
母
體
で
あ
る
事
を
表
現
す
る
%-
の
に
過
ぎ
^
!
費
本
が
賃
勞
働
者
の
激
勤
勞

古
典
學
派
に
於
け
る

「

賃
勞
働」

問
題
の
分
析
視
角

働
に
よ
っ
て
の
み
增
大
す
る
故
に
こ
そ
、
前
者
の
增
大
は
後
者
の
增
大
を
要
請 

す
る
事
、
從
っ
て
勞
働
者
は
生
產
過
程
で
益
々
自
分
自
身
に
對
立
す
か
も
の=

 

資
本
を
增
大
す
る
事
に
よ
っ
て
の
み
、
再
び
自
分
達
を
豐
富
に
雇
傭
す
る
條
件 

を
維
持
し
得
る
事
、
っ
ま
.り
^

^

に
は
兩
者
の
私
質
办
斷
立
ど

そ

の

深
化
於
含
ま
れ
て
い
る
畠
、
と
結
び
っ
け
て 

は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ

こ

で

、

ス

ミ

ス

a'
畜
積
が
澍
す
需
要
增
大
.
高
賃
銀
の
中
に
勞
働
者
の
利 

益
を
.見
出
す
と
共
に
、
他
方
そ
の
高
賃
銀
を
媒
介
に
蓄
積
の
有
利
な
條
件——
 

人
口
增
加
'
.勤
勉
增
進——

が
創
出
さ
れ
る
所
に
、
賃
i

度

の

(

資
本
に
と 

っ
て
の)

優
れ
た
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
を
看
取
し
、
資
本
蓄
積
を
勞i

の
調
和
的
富
裕 

化
の
過
程
と
し
て
佩
者
の
爲
に
視
福
す
る
に
至
る
の
で
あ
っ
た
。

•
而
も
、
國
富

“ 1
1
“

自
然
債
格
と
い
う
分
配
論
の
構
成
の
下
で
は
、
高
賃 

銀
の
利
潤
に
をi

七
於II

、

ト
ル
い
雨
者
の
辦
抗
は
全
く
等
閑
視

^
S
1、
 

高
賃
銀
は
專
ら
商
品
價
格
を
高
め
る
關
係
で
の
み
1

さ
れ
る
事
に
な
る
が
、
 

資
本
蓄
積
は
生
產
カ
向
上
に
基
く「(

所
要)

i

の
量
の
減
少」

を
通
じ
、
 

商
品
價
格
騰
貴
を
相
殺
し
て
餘
り
あ
る
爲
、
こ
：の
點
で
も
高
賃
銀
と
資
本
の
利 

益
は
對
立
し
な
い
と
さ
れ
た
。

更
に
加
'う
る
に
、
' 賃
銀
を
一
定
の
勞
働
に
對
す
る
生
產
®

JB
:
と
し
て
把
え
る 

素
材
的
視
點
は
、
か
か
る
調
和
觀
を
ー
罾
砠
ル
し
た
。
蓋
し
、
^

i
向
上
"
生 

產
®
^:
の
增
大
を
惹
起
す
る
e資
本
蓄
積
過
程
で
は
、
商
品
償
格
の
下
落
に
よ
っ 

てr

實
質
報
酬」

は
增
大
LS
16

、〕

而の賃銀

(

量)

の
增
大
は
實
際
上
も
、
 

利

潤(

*'
め
減
少
を
伴
う
事
な
'.
<
可
能
で
あ
る
爲
、
素
材
的
視
點
に
立
っ
限 

り
、
蓄
積
が
賃
^
と
利
潤
の
對
抗
を
解
消
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
は
當
然
で
あ 

ろ
う

0
.

三

九

(

八
七

！)

■



三
田
學
會
雜
誌
：笫
四
十
八
卷
第
十

1

號.
：
，

こ
ぅ
し
て
、
.進
步
的
狀
態
のM

に
移
る
や
、
ス
ミ
ス
の
注
目
は
專
ら
賛
本 

と
i

の
依
存
拽
=
調
和
性
に
集
中
し
、
賃
銀論

！
：

頭
で
明
示
さ
れ
て
い
た
勞 

働
生
產
漬
値
の
分
割
に
伴
ぅ
諸
事
情
は
こ
の
調
和
的
發
展
の
中
に
.沒
却
さ
れ 

て
了
い
、
賃
銀
を
霊
坐
產
物
の一

部

H
生
存
費
に
眼
定
す
る
と
言
わ
れ
て
い
. 

た
賃
^

度̂
は
今
や
、
蓄
積
の
條
7#
を
順
當
に
生
み
出
す
と
共
に
、「

下
®

級 

の
人
々
の
生
•活
f

の…
…

改
善」

を
齎
す
制
度
と
さ
れ
、
資
本
は
利
潤
を
控 

除
す
る
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
高
賃
銀
を
齎
すr

i

合」

と
し
て
、.
資
本
家 

は
貸
銀
切
下
げ
を
企
む
者
と
し
て
で
は
な
く
、
勞
働
者
に「

衣
潰
の
た
め
の
永

久

の

雪

」

を
設
立
す
る
所
の「
蒙

6
歡

歡

6
監

淨

」

>|〕

し
て
、
注
目

.

さ

れ

て

行

く

こ

と

に

な

る

の

で

あ

つ

た

。

へ1-
>.

」

>

は
後
の
賃
銀
基
金
說
や
そ
れ
に
伴
ぅ
勞
資
協
調
論
を
生
む
基
盤
と
な
っ 

た
が
、
か
か
る
賃
銀
論
の
展
開
に
は
、
階
級
的
不
平
等
を
認
め
っ
っ
も
そ
れ
を 

自
由
で
富
裕
な「

文
明
社
#」

の
中
に
解
消
し
て
行
っ
た
資
本
主
義
把
握
の
特 

徴
が
、
そ
の
ま
ま
繼
欺
、
具
體
化
さ
れ
て
い
る
の
が
興
味
深
く
注
意
さ
れ
る
の 

で
あ
る
。 

、

.
.
.

6

1)

r 

g
^
i
ct
-

M̂.
B:
^

p. 6
8
-
9
.

譯
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四
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頁

.0 

(

註 
2)

Ibid., p. 73-4* 
譯
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四

八

頁
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(

註
3)

l
b
i
f
p
,
8
0
.

譯
㈠

一
.五
九
頁
。

(

註
4)

そ
れ
故
、
舞
出
長
五
郎
氏
等
は
ス
ミ
ス
賃
銀
論
を
鐵
則
的
に
解
釋
さ 

れ

る

( 「

經
濟
學
史

.概
要」

ニ
六
八
頁

)

が
、
こ
れ
は

誤
り
で
あ
る
。

S

5) 

A
.

 

S
m
i
t
h
,

 

ibid., 

p. 

T
O
O
.
譯
H

一
 

五
九
頁

。

.

(

註
，b)

I
b
i
d
.
,

 

p. 

3
2
0
1
2
,

譯
㈡

一

一
七—

一.
ニ 
〇
頁
等
。

.

(

註
7)

マ
ル
ク
ス
も

「

十
八
世
紀
の
前
半

.期
を
通
じ
て

」

、

蓄
穑
が
普
通
の

.
 

勞
働
供
給
を
超
え
、
賃
銀
滕
貴
を
惹
起
し

.た
蕻
を
指
摘
し
て
い
る
。

ニ
 D

a
s

四
〇

(

八
七

5
 

Kapital 
メ 

B
d
.
1
,
S. 

1

1

5

.
譯
㈣ 
一
 
9

1

一.頁
。

(

註
8)

ス
ミ
ス
が
如
何
に
■勞
働
人
口
の
維
持

•
%犬
を
蜇
視
し
た
か
は
、
祖 

税
論
で「

最
も
多
數
の
子
女
を
育
て
，上
げ
、
有
用
な
勞
働

の
需
要
卜
歡
ト
卜」 

と
こ
ろ
の

.

「

眞
面
目
な
勤
勉
な
貧
乏
人」

を
賞
讃

し
、
租
税
が
か
か
る
人
口 

.增
加
力
を
阻
止
せ
ぬ
ょ
う
言
わ
れ
て
い
る
點
に
も
明
瞭
に
窺
わ
れ
る
。

>
. 

Smith, ibid., 

:P.

002
3
1
4
.

譯
：

I
：

三
八
三
丨
五
頁
。

こ
れ
は
多
產
の
勞
働 

.者
を
罵
倒
す
る
マ
ル
サ
ス
以
後
の
勞
働
人
口
觀
と

正
に
對
摭
的
で
あ
る
。

(

註
9) 

A. Smith, 

ibid., p. 8
1
.

譯X

 1

六 
ニ 
頁
。

S

10)
(

註
12
.

)

と
關
聯
し
、
從
來
は
高
賃
銀
は
自
然
率
か
ら
の
私
崎
と
解
さ 

れ
て
來
た
が
、
叙
は
異
る
長
期
的
發
展
で
は
、M
る「

適
當
の
率」

"
自
然
率 

が
：長
期
的
に
支
配
す
る
と
さ
れ
て
い
た
と
思
う
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、
高
«'
4 

の
繼
續
を
前
提
と
し
て
そ
の
效
用
論
が
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

(

註
11)

>
,ぎ

^
ダ ibid., p. 8

0
.

譯
o
一
 
六 

0 頁
6 

(

鞋
12〕

從
來
の
殆
ん
ど
の
研
究
で
は
、
第
八
章
後
半
は
生
存
費
說
と
矛
盾
す 

.

る
所
謂
需
給
說
と
さ
れ
て
い
る(

M
, 

C
a
i
n
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f

自
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2
2.

等)

が
、
私
は
そ
の
主
題
は
第
七
.•
十
章
に
見
ら
れ
る
短
期
的
な
需
給
變
動
に
ょ 

る
市
場
賃
銀
變
動
で
.は
な
く
、
異
る
長
期
的
發
展
傾
向
で
の
自
；

|

和
の
相
違 

の
問
題
で
あ
り
、
從
つ
て
勞
働
者
の
再
！
產
費
用

H
賃
銀
と
い
う
考
え
が
基 

底
に
貫
い
て
い
る
と
思
う
。
因
み
に
笫
八
章
の
課
題
は
賃
銀
の
自
然
率
の
決

定
及
び
變
化
と
さ
れ
て
い
る
。

A. Smith, ibid., p. 6
3
.

譯
H
一
二
八 

頁 
0
 

:
(

註

13

>
勿

論

、

’
慣

値

分

解

說

ゃ

「

主

人

の

利

潤

の

價

値

を

附

け

加

へ

る

」

 

a
b
i
f
p
.

 

P

譯

㈡
ー

o五
頁)

と
い
う

「

生

庫

的

勞

働

」

の
規

定

に

は

、 

资

本

が

剩

餘

勞

働

か

ら

%
大

す

る

箏

が

含

ま

れ

て

い

る

が

、

こ

の

立

場

を

一
 

賞

し

た

上

で

資

本

の

本

質

把

握

を

か

し

得

な

か

つ

た

(

㈡
節

參

照)

事
か 

ら

、

資

本

蓄

橫

は

富

裕

の

增

大

と
い
う
面

か

ら

の

み

注

目

さ

れ

て

行

つ

た

の
 

で

あ

る

。

(

驻

14)

第

九

章

で

ば

高

賃

銀

を

齋

ら

す

蓄

積

が

同

時

に

、

利

潤(

率

)

を

下

落
 

せ
し
め
る
と
言
わ
れ
る

が

、

そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
、

資

本

家

の

競

爭

徴

化

の
 

結
果
と
し
て
で
あ
る
？

Ibid., p. 3
3
3
,

課

*
㈡一

七
ニ

頁
。

8

15) 

I
.
. 

P密
.
譯
㈠

ー
七
一
ー

ニ
頁
。(

第
八
章
の
結
語)

.

(

註

16)
1

|
.

,
7

 

700
.
譯

㈠
ー

五

六—

七

頁

。

6

17)

. ー
|

,』

，

03
:

^

^

一

 
五

七

頁

。

6

18) 

H

 こ P. 3
2
2
.

譯

㈡
ー

一

九

頁

。 

.

：

 

(

註

19)

マ

ル

ク

ス

は

勞

働

者

を

維

持

す

る

流§

資

本=

生

活

於

需

品

=

賃

銀

と
い
う

考
ぇ
に
®
金
說
へ
の
移
行
の
必
然
性
を
，指
摘
す
る
。

2

u
a
s Ka

p
i

丨

tal 
メ 

B
d
,
I

 

s. 
2
1Pu

,
2
2
2-

s
.

譯

^

一
一 
五

—

六

•
ー

ー

ー

ー

八

頁

。 

尙

.と
れ

に

關

し

、F. "w. Taussig, 
ニ W

a
g
e
s

 a
n
d

 Capital;
A
n

 

e
x
a
m
i
n
a
t
i
o
n

 
0
H>
c+
h
e W

a
g
e

 

F
u
n
d

 

D
o
c
t
r
i
n
e

v»
v 1896

， 

P
a
r
t

 

II,

=Critical History 

of .-the 

W
a
g
e

 

F
u
n
d

 

Discus- 

sion

*̂
を

參

照

。

,
■以
上

の

如

く

、

ス

ミ

ス

賃

銀

論

はr

賃

勞

働

」

把

握

の

特

徴

に

規

定

さ

れ

つ
 

.つ
、

進

步

的

狀

態

に

於

け

る

高

賃

銀

效

用

論

と

し

て

展

開

さ

れ

て

行

つ

た

が

、 

か

か

る

傾

向

は

其

の

他

の

「

賃

勞

働

」

問

題

の

分

析

に

も

同

樣

に

窺

わ

れ

る

。 

先

ず

、

勞

資

の

對

立

：

國

結

.の
問

題

に

關

し

て

は

、
.
ス

ミ

ス

は

第

八

章

前

部

古

典

學

派

.に
於

け

.石

「

賃

勞

働

」

問

題

の

分

析

視

角

で
、
生
產
®

値
の
分
割
に
伴
ぅ
勞
資
の
對
立
及
び
團
結
の
必
然
性
を
明
ら
か 

に
し
た
許
り
で
な
く
、
賃
銀
を
切
下
げ
る
雇
主
の
壓
カ
'や
團
結
が
資
本
の
所
有 

b
勤
終

b

i

「

事
物
の
自
然
的
狀
態」

で
あ
る
事
、
又 

:

勞
資
の
鬪
爭
で
は
、
雇
主
は
律
や
官
憲
に
助
力
を
求
め
闘
い
を

 
一
■
豸 

利
に
導
く
の
.に
反
し
、於

勝

春

一
 
方
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
事
等
、興 

味
深
い
指
摘
を
行
つ
て
い
へ
が
ぺ
で
は
あ
る
が
、
然
し
、
勞
働
者
を
#
織
さ
れ
た 

於

i

い
も
把
握
し
な
い
ス

ミ

ス
■は

い

#
等
の
抗
爭
を「

絕
望
し
.た
人 

間
の
愚
か
さ
と
無
謀
さ

」

に
ょ
り
.常
に「

敗
滅」

す
る
も
の
と
考
え
、
賃
銀
決 

.定
に
及
ぼ
す
そ
の
役
割
を
芷
し
く
評
價
し
得
な
か
っ
た
の
で
灰
る
。

從
つ
て
、
ス
ミ
.ス
に
お
い
て
は
―

の
自
然
率
を
實
現
す
る

の

は
勞
働
卷
の 

闘
爭
で
は
な
く
、
务
働
者
生
產
を
必
要
と
す
る
資
本
の
顧
慮
で
あ
り
、
そ 

れ
故
、.
强
カ
な
資
本
4"
&
レ
か
再
办
產
の
必
耍
上
、
賃
銀
を
こ
の
自
然
率
以
下 

に
は
切
^'
げ
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
.て
い
る
。
.

,

.確
か
にi

資
本
の
觀
點
に
立
て
ば
、
勞
働
者
の
稗
生
產
は
生
產
の
前
提
で
あ 

る
。
然
し
、
こ
れ
は
餘
撕
資
本
が
勞
働
者
の
賺
を
、
從
つ
て
そ
の
爲
の
賃
銀 

の

「

適
當
.なt

i

を

卜

考

慮

す

る

事

を

‘意
味
す
る
も
の
で
は
毛
頭
な 

い
。
_
別
罾
ネ
ま
が
無
限
の
{1
砠
罾
砠
を
目
指
し
つ
っ
、
相
互
に
競
爭
す

る

資 

本
制
社
會
で
は
、
。賃
銀
は
.不
斷
に
生
理
的
最
低
限
に
造
低
下
さ
れ
る
傾
向
に
あ 

り
、.從
っ
て
、

-'
6
、

「

齋
4
か

#」

か
賢
銀
確
保
の
爲
に
も
、團
結
が
、そ
し
て 

立
法
が
必
齋
と
さ
れ
る
の
.：で
>̂
'
る
が
、
か
か
る

-̂
情
ば
資
本
の
本
性=

舰
蒂
限 

の
價
―

殖
欲
を
認
識
し
.な
い
ス
V
Vス
の
理
解
す
る
所
で
，は
な
か
っ
た
。

そ
こ
.で
、
當
然
、
勞
働
人
口
の
增
大
が
要
求
さ
れ
る
進
步
的
狀
態
で
は
、
高 

賃
邊
は「

救

於

か

靜

と

い

P

生
じ
、
勞
働
渚
はr

團
結
す
る
必
要
が
な 

事
と
な
り
、
對

立

.國
結
の
問
題
は
ス
ミ
.ス
の
視
界
か
ら
全
く
消
失
し

\ 

四

1

.(

八
七
§



三
田
學
會
雜
誌
第
四
十
八
卷
第
十

.ー
號
.

’：

て
了
ぅ
の
で
あ
っ
た
0
從
っ
て
、
ス
ミ
ス
は
部
分
的
に
は
優
れ
た
指
摘
を
し
、
 

勞
働
者
の
圃
結
に
多
分
に
同
情
的
で
あs

r
b

が
ら
も
、
對
立
や
團
結
を
資
本
制 

社
會
の
總
ゆ
る
狀
態
を
賞
<'
本
來
.
^'
^
:
靜
と
し
て
設
定
出
來
得
な
か
っ
た
と 

結
論
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

,
勿
論
、
.こ
れ
は
抗
举
が
腐
屋
制
支
配
に
從
学
る
下|

纖

エ

の

「

噪
然
た 

る」

闘
举
や
、
熟
練
職
工
の
排
他
的
、
同
業
，
合
的
團
結
か
ら
な
り
、
階
級
的 

對
立
と
し
て
は
現
わ
れ
て
い
な
い
當
時
の
も
ょ
る
が
、
理
論
的
に
ゑ
れ 

ば
、
生
產
過
程
に
於
け
.る
支
配
"
從
屬
、
そ
れ
に
基
く
對
立
直
逃
す
事
に
ょ 

っ
て
問
題
を
分
配
上
の
對
立
に
限
定
し
、
而
も
そ
れ
を
も
蓄
積
の
調
和
的
發
展 

の
.中
に
解
消
し
て
行
っ
た
ス
ミ
ス
の
賢
然
s'
l
fi
'
施
^
!
で
あ
っ
た
と
言
い
得

(

詫
i
 A. 

s
m
i
cf
'
h
,

 ibid., p. 66-7.
譯

㈠
一
三
三—

六
頁
。
.尙
同
様
の
理

論
は
旣
に
、

J. Necker, 

s Sur la l§
gislation et le 

c
o
m
m
e
r
c

o) 

des g
r
a
i
n
s
,

 1
7
7
5
.

に
凫
ら
れ
る
。

M
.

 

T. 

W
e
r
m
e
i
,

 ibid., p. 

74

丨81
.

參
照
。

S

2)Ibid., p. 6
7
.

譯

㈠
一
三
六
頁
。

£

3)

こ
の
點
、
履
主
が
欠
代
の
勞
働
供
.給
を
顧
慮
す

る

如
き

「
か

.
扑

. 

共
同
的
利
己
心

」

の
持
主
で
な
い
と
い
ぅ
キ
ャ
ナ
ン
の
枇
判
は
花
し
い
。

Cai
m
a
n
, ibid., p. 185.

(

註 

4) 

A. 

Smith, ibid., 

p. 73. 

8
1
.

譯

BI 
四
八
.
一
六 

了

ニ 

頁
。 

.

.

(

註
5)

Ibid., p. 
600
.
譯

㈠
一
三
九
頁
。

(

驻

6)

大
河
內
一

男「

社

會

政

策

原

理

」

一
一
ニ九
頁
。
確

s

、A
.

 Smith, 

ibidj p. 6
6
.

譯

㈠
一
三
六
頁
で
は
、

勞
働
者
の
爵
結
が
一
方
的
に
禁

[1
1

■
四
ニ 

(

八
七
四)

さ

れ

て

い

る

點

が

同

淸

的

に

指

摘

さ

れ

て

い

る

。

註

7)

>m
;
時

の

運

動

は

、
資

本

主

義

が

か

散

|
-£
發

展

し

.た
南

部

に

於

い

て

、 

織

元

の££

屋

银

的

支

亂

の

下

に

あ

.っ

た

勞

働

者(J. X
u

 <& 
w
. Ha

m
m
o
n
d
,

 

-
T
h
e

 Skilled L
a
b
o
u
r
e
r
,

 

l

l—

l
oo
co
l
, 1919, p. 1

4
4
-

?1
昏

155.) 

.

.
の

賃
銀=

請
負
織
賃
切

下

げ

阻

止

の

暴

動

(ibid., 

p. 

1
5
7
-

00.)

や
、
組
合 

運

動

前

史

と

呼

ば

れ

る

熟

練

職

人

に

パ

る

職

人

亂

へ

ロ

心

な

も

の(

W

 ̂

W
.

.到

e
b
b
,

 

ibid., 

p. 

4
.C
O
-
6
3
.

譯

五

九

丨

七

四

頁)

が

中

心

を

占

め

、

劣

惡
 

.
な

農
業
勞

働

者

•炭
抗

.夫

.

.
一

般

勞

働

者

は

全

く

未

組

織

で

あ

っ

た

。(Ibid., 

p. 

4
S
-
4
.

譯

五

九

頁)

.又
、

階

級

分

化

が

兩

極

分

解

的

に

行

わ

れ

、

マ
二 

H 

生
庫

の

發
展

.が
順

調

で

あ

っ

た

北

撕

の

X'
斯
务
勝
か

は

尙

圆

結

す

る

に

至

っ
 

て

は

い

な

か

っ

た

。

.

.更
忆
又
、
：，澇
働
市
場
に
齡
し
て
も
、
ス
ミ
ス
は
賃
銀
較
差
の
原
因
、
勞
働
終 

動
の
條

#.
等
を
幽
1 -
な
實
證
柄
硏
统
に
甚
い
て
多
角
的
に
分
析
し
て
い
rか
%-
の

の
、
そ

>
等
は
ぁ
く
ま
で
も

£
1思

歡

6
蒙

墓

芯

や

^

_、i
广

ハ

分
析
と
い
ぅ
視
角
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。

卽

ち「

最
も
完
全
な
自
由」

が
支
配
す
る
勞
働
市
場
の
下
で
は
、「

各
人
の 

利
益
の
念
が
有
利
な
職
業
を
選
び
不
利
な
そ
.れ
を
避
け
さ
せ
^

j
+
結
果
、

一
時 

況
の
變
化
に

.#
ぅ
賃
銀
變
動
や
、
勞
働
苦
_
、
熟
練
の
差
等
に
ょ
る
賃
銀

署

ぁ

っ

て

も
、、
鷥

は

务

_

&

£

か

»'
歡

1:
孤

容

歡

>

#'
ん

が
_
己
に
適
し
^
！̂

業
に
從
事
す
る
事
と
な
り
、「

い
ろ
い
ろ
と
違
っ
た
天
分

.

が
相
互
に
役
立
っ」

分
業
社
會=

「

自
歡
的
自
由
の
秩
序」

が
確
立
す
る
に
至 

る
0 

-

か
か
る
分
析
の
基
盤
と
し
て
は
、
利
己
心
へ
の
搖
ぎ
な
い
確
信
と
共
に
、
理 

論
的
に
は
完
全
雇
傭
の
想
定
が
あ
っ
た
點
が
注
意
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

勿

論
、
所
謂
產
業
豫
備
眾
は
尙
現
實
に
發
生
し
て
は
い
な
い
が
、
資
本
蓄
積
を
坐 

產
的
勞
働
の
增
大
0
>
プ
ラ
ス
矹
ド
グ
マ)

の
增
大(

販
路
理
論)

と 

見
た
結
果
、
蓄
積
過
程
か
ら
必
然
化
す
る
有
機
的
構
成
の
變
化
に
基
く
勞
i
 

要
の
相
對
的
減
少
や
、
商
品
價
値
の
實
現
不
能
に
伴
う
生
產=

雇
用
の
停
滞
を 

注
目
し
得
な
か
っ
た
ス
ミ
ス
で
は
、
所
設
、
失
業
理
論
を
展
開
す
る
理
論
的
基 

盤
が
な
か
っ
た
と
言
え
ょ
う
。

そ
れ
故
、
自
由
競
爭
は4

6

の
齋
幕
と
い
う
點
で
の
み
分
析
さ
れ
、
失
業
者 

の
存
在
の
下
で
は
、
こ
の2!

幽
競
和
こ
そ
が
賃
銀
切
下
げ
の
支
柱
と
な
る
事
、
 

又
彼
等
の
壓
力
が
就
i

働
港
の
勞
働
移
動
を
制
約
す
る
事
に
ょ
な
賃 

銀
較
差
を
生
み
出
す
事
、
等
は
ス
ミ
ス
の
テー

‘
マ
と
な
り
得
な
か
っ

た

の

で

あ 

る
o 

'

(

註

1〕
「

國

富

論

1-
第

十

箪

。

こ

れ

は

ロ

ル

に

高

く

評

價

さ

れ

て

い

る

。

.：E. 

Roll
,

ご A

 History o
f

w
o
o
n
o
B
i
c

 T
h
o
u
g
h
t
、v

2

 

m

f^
罗
 

p. 16

?°
隅

谷

譯

ニ1
1

丄

ー

頁

。 

•

(

ft
f
c2) 

A. 

Smith, ibid., .p. 99
.

譯 

H 一 
九

六

頁

。

(

註

3
 )

こ

れ

は

修

業

費

を

賃

銀

の

自

然

串

へ

入

れ

る

指

摘

と

し

て

注

百

さ

れ
 

る

。

Ibid., p. 

1
0
1
.

譯

㈠

一

九

九

丨

ニ 

0〇
頁

。

(

註

.
4) 

譯

㈠.四
四

頁

。

‘

(

胜

5)

ス

ミ

ス

で

は

舊

制

度

さ

え

廢

止

さ

れ

れ

ば

解

雇

さ

れ

た

勞

働

者

は

容
 

易

に

他

の

職

を

見

出

し

得

る

と

考

え

ら

れ

て

い

る

。

I
bs
.
, 

P. 4
3
7
.

譯

㈢ 

七

七

丨

八

頁

。

以
上
の
如
き
售
裕
と
自
由
の「

文
明
社
會」

觀
に
支
え
ら
れ
た
一
連
の
理
論 

―

進̂
步
的
狀
態
に
お
け
る
高
賃
銀
の
必
然
性
と
有
效
性
、.
其
處
1
の
利
益
め

古
典
學
派
に
於
け
る

「

賃
勢
働」

問
題
の
分
析
視
角

對
•立=

團
結
の
解
消
、
自
由
競
爭
に
ょ
る
適
當
な
勞
働
配
分
と
實
質
的
利
益
の 

均
等
化
、丨
丨
に
基
き
、
ス
ミ
ス
の
勞
働
政
策
は
舊
制
度
の
廢
止=

レ
ッ

'-
f
es-
フ 

工
ー
ル
の
叫
び
に
集
約
さ
れ
て
行
っ
た
。「

自
然
の
自
由
に
對
す
る
^
漬」

で 

あ
る
同
業
組
合

•徒
弟
條
例

.住
居
法
.
«
双
の
法
的
決
定
が
廢
止
さ
れ
れ 

ば
、
勞
働
市
場
、
賃
^

度̂
の
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
に
ょ
り
、
自
然
、
必
然
に
調
和
と 

富
裕
の
秩
序
が
確
立
さ
れ
、•
勞
働
者
も
又
そ
の
利
益
に
興
る
も
の
と
考
え
ら
れ 

て
行
っ
た
。
其
處
で
は
勞
働
渚
階
級
の
窮
乏
化
の
過
程
で
、
勞
働
階
級
の
圆
爭 

を
基
盤
と
し
て
現
わ
れ
て
來
る
勞
働
者
保
護
立
法
の
必
然
性
と
必
要
性
.の
問
題 

は
不
問
の
ま
ま
殘
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
り
、
ス
ミ
ス
の
レ
ッ
セ•

フ.H
—

ル
の 

叫
び
に
は
こ
れ
等
を
提
起
し
得
な
か
づ
た
彼
の「

賃
勞
働」

分
析
の
特
徴
と
限 

'界
が
端
的
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

.

(

註
1

)

.A. 

Smith, 

ibid., p. 4
S
7
.

譯
㈢
七
七
頁
。

.

四、むす
び

_

ス
'、、
ス
が「

賃
勞
働」

理
論
の
發
展
史
の
上
に
果
し
た
糧
的
役
割
。
そ
れ 

は
彼
が
舊
制
度
批
判
を
通
じ
、

一、
，
自
由
な
賃
勞
働
者
を
主
要
對
象
と
し
た
上 

で
、
彼
等
を
办
昏
か
@>
|1
'
と
し
て
位
置
づ
け
る
事
に
1
り
、「

賃
勞
働」

問
題 

.分
析
の
道
を
拓
い
た
點
に
あ
る
。
 

' 

尤
も
、：

重
商
主
義
者
に
と
っ
て
も
、
低
廉
な
勞
働
者
は
贸
易
差
額
を
增
大
す 

る
限
り
で
は
經
濟
の
基
盤
•で
あ
っ
た
が
、
然
し
其
處
で
は
勞
肩
1
1̂「

全
く
働 

こ
ぅ
と
.し
な
い
か
ら
飢
餓
で
以
て
酸
迫
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
な
い」

勞
働
貧
民 

labouring 

と

見
做
さ
れ
、
彼
等
の
賃
銀
は
敎
區
雇
用
に
見
ら
れ
る
如 

き
！
^

务
と
し
て
、.
生
產
と
の
關
係
ヤ
は
赁
易
商
品
の
コ
ス
ト 

と
し
て
把
え
ら
れ
、
問
題
は
寡
ら
が
か
る
貧
民
に
對
す
る
低
賃
銀
、
1

S

、
■ 

四

三

(

八
七
五)



三
田
學
會
雜
餘
第
四
十
八
卷
笫
十

1

號

を
通
じ
、
低
コ
ス
ト
に
よ

る

海
外
進

，

を
計

ろ

う

と

い

う

s'
亦

、
！
^
!
办

• 

^

 

的
觀
點
か
ら
の
み
分
析
さ
れ
‘て
い(

だ
。

こ
れ
に
對
し
、
分
業
に
よ
る
勞
働
の
單
純
化
と「

技
巧
の
改
善」

、

高
賃
銀 

を
媒
介
と
す
る「

勤
勉
の
增
進」

、

利
已
心
に
基
く
自
已
办

「

地
位
を
改
善
せ 

ん
と
す
る…

…
不
斷
の
努
力」

等
に
注
目
し
た
ス
ミ
ス
は
、
生
產
の
主
體
を
怠 

^
な
貧
民
で
は
な

.<1 .

链
の
勞
働
能
力
と
勞
働
意
志
を
有
す
る
勞
に
求 

め
、
制
度
的

^

^
を
4

&勢
&

£
<'
©'
.

昏̂

6

き
換
え
、
馨

に
 

よ
る
分
業
生
產
を
主
要
對
象
と
す
る
事
に
よ
っ
て
、
玆
に
は
じ
め
て
資
本
制
生 

產
に
於
け
る
勞
麗
題
分
析
の
素
材
を
提
起
し
た
の
で
あ
る
。

而
も
ス
ミ
ス
は
素
朴
に
も

、

資
本
制
社
會
を
自
然
的
な
も
の
と
見

、

，其
處
に
. 

辯
明
す
べ
き
危
機
も
矛
盾
も
感
じ
な
か
っ
た
だ
け
に
、

極
め
て
率
直
に
こ

の
 

「

内
部
的
關
係
を
把
握
し
よ
う
と
す(

な

科

學

的

變

言

つ

て

、
蜃

者

が
 

國
富
生
產
の
主
體
で
あ
り
な
が
ら
.も
劣
惡
な
狀
態
に
置
か
れ
て
い
.る
事
情
や
、
 

勞

資

の

利

益

，
の

分

裂

を

事

實

上

.可
成
銳
く
明
示
し
、
其
の
後
の
理
論
發
展
の
上 

に
大
き
な
貢
献
を
な
し
得
た
の
.で
あ
っ
た
。

.
然
し
、
_
直
な
現
實
認
識
を
許
し
た
こ
の
自
然
的
な
資
本
主
義
把
握
も
、
他 

方
で
は
貨
勞
働
に
基
く
生
產
の
獨
自
的
，

歷
史
的
特
質
の
洞
察
を
妨
げ
た
爲

、

、
 

ス
ミ
ス
は
勞
働=

生
產
を
自
然
と
人
間
の
物
質
的
代
謝
と
い
う
自
然
的
形
態
に

. 

於

い

て

把

え

、

そ

.
の

基

盤

で

あ

る

資

本

H
私

有

財

產

を

そ

の

ま

ま

受

け

入

れ

、

. 

そ
の
自
由
な
發
展
を
保
進
す
る

所
に
自
ら
の
課
題
を
見
出
し
て
行
く
事

と

な

っ 

た

。

そ

こ

で

賃

養

度

、

霞

市

場

の

分

析

は

そ

の

^

^

小

機

能

を

中
心
に
進
め
ら
れ
、
そ
れ
等
の
優
れ
た
メ
ヵ
ニ
X
厶
を
說
く
羃
に
は
賢
於6

 

爲
に
勞
働
と
雇
用
の
自
由
を
確
立
し
よ

う

と

い

う

ブ

ル

ジ

ョ
ア
的
課
題
意
識
が 

貫
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

四

四

(
<

 
七
六)

こ
の
よ
う
に
し
て
、
■

者
の
地
位
に
關
す
る
率
直
な
考
察
も
、
そ
れ
を
基 

本
的
に
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
か
分
働
务
卜
家̂
斷

的
撂
の
認
識
に
迄
高
め
ら
れ
な
か
つ
た
黧
、
生
產
過
程
內
部
に
お
け
る
支 

配=

從
屬
關
係
か
ら
生
ず
る
諸
事
！
^—

勞̂
働
時
間
延
長
、
勞
働
强
化
、
i

 

管
理
等—

が
完
金
.に
見
落
さ
れ
る
と
典
に
、
資
本
蓄
積
は
調
和
的
發
展
過
程 

と
見
做
さ
れ
、
其
處
か
ら
必
然
化
す
る
勞
働
者
階
級
の
窮
乏
化——

失
業
、
賃 

銀
の
勞
働
カ
の
價
値
以
下
へ
の
切
下
げ
等
を
中
心
と
す
る
勞
働
諸
條
件
の
惡
化 

——

や
、

こ
れ
に
伴
う
階
級
的
抗
爭
、
勞
働
保
護
立
法
の
威
立
等
の
問
題
も 

亦
、
分
析
さ
れ
る
事
な
く
終
つ
た
の
で
あ
つ
た
。

.こ
う

し

て

見
て
來
る

と

、

ス
ミ
ス
の
分
析
が
如
何
に
彼
の
.「

賃
勞
働

」

把

握
 

及
び
そ
れ
に
基
く
_

意
識
に
よ
つ
て
大
き
く
規
定
づ
け
ら
れ
て
い
る
か

が

明 

瞭
で
あ
ろ
う
。
然
し
、他
面
、彼
の

1'
|
歡

斯

—

價

麝

の

裘

熟
に

よ

る
 

分
配
論
の
構
成
、及
び
使
用
價
値
視
點
の
混
在
、
；>
プ
ラ
ス

M
ド
グ
マ
や
砠
吣
理 

' m
に
.よ
る
先
業
、
市
場
理
論
の
缺
如
等
-―

が̂
自
然
的
秩
序
へ
の
確
信
を
勢
ゆ 

け
た
點
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
歷

史

認

識

と

經

濟

理

論

と

は

芷

に

相

互

制

約

的
 

關
係
に
あ

る

と

言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、「

賃
勞
働」

問
題
分
析
の
素
材
を
確
定
し
、

部
分
的
に
は
可
成
銳 

い
分
析
を
1

7K
し
な
が
ら
も
、
そ
の
素
村
を
全
®'
办

.齋f

办
に
把
猩
し
、
究
明 

す
る
事
を
ス
ミ
ス
に
許
さ
な
か
つ
た
も
の
こ
そ
、
こ
の
歷
史
認
識
と
經
濟
理
論 

の
相
互
制
約
的
限
界
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
行
っ
た
l

歡

か

r

办

歡
 

會」

觀
に
他
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

(

驻

i
 

p
 

ibid., p. 3.

(

註

2
.

) 

J2:
cb
こ

p. 

M
4
.
大

河

內

j

男

「

•ア

ダ

ム

*
ス

ミ

ス
と

賃

鈒

-
ニ
三
ニ

頁
。

(

註
3)

マ
ル
ク
スr

剩
餘
價
値
學
說
史

」

マ
ル• 

H

ン
全
集

(

十
一)

五
六

三
頁
。

以
上
の
事
は
ス
ミ
ス
硏
究
の
方
法
の
反
^
や

、

ス
ミ
ス
を
超
え
る
理
論
の
確 

立
に
對
し
、
貴
重
な
示
唆
を
我
々
に
興
え
て
く
れ
る
。

卽
ち
、
ス
ミ
ス
の
勞
働
理
論
に
關
す
る
古
典
的
硏
究
で
は
專
ら
賃
銀
論
が
中 

心
的
に
取
上
げ
ら
れ
、
而
も
其
處
で
の
問
題
は
、
諸
說
の
’混
莅
の
指
摘
や
批
判
、
 

或
い
は
賃
銀
學
說
の
系
譜
に
お
け
る
ス
ミ
ス
の
位
置
づ
け
等
と
い
う
論
理
的
考 

察
に
集
中
さ
れ
て
い
た
へ
が
、
ョ

リ

重
要
な
問
題
は
、
何
故
に
ス
ミ
ス
が
賃
銀
以 

4
:
6
s
:

題
を
取
上
げ
得
な
か
つ
た
の
か
、
、又
そ
の
事
や
賃
銀
論
自
體
の
制
約 

が
如
何
な
る
歴
史
認
識
や
分
析
視
角
か
ら
必
然
化
し
た
の
か
と
い
う

_

に

あ

る

 

し
、
.ス
ミ
ス
以
後
の
學
說
史
も
單
な
る
理
論
的
系
譜
と
し
て
で
は
な
く
、
.歷
史 

撕i

か
齋
似
i
?'
x.
'
レ
ルi

理
論
分
析
の
發
展
と
し
て
、
或
い
は
前
者
の
限
界 

か
齋
ガi

l
：

う
理
論
の
俗
流
化
と
し
て
見
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

こ

う

し

た

形
で
ス
ミ
ス
を
學
ぶ
時

、

ス
ミ

ス
を
超
え
る
も
の
を
、
ス
ミ
ス
の 

小
見
出
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
卽
ち
、「

賃
勞
働」

問
題
の
分
析
が
何
よ 

り
も
先
ず
、r

賃
勞
戀
に
基
く
生
產
に
對
す
る
芷
し
い
歷
史
的
把
握
と
、
そ
こ 

に
賞
か
れ
て
い
る
資
本
制
的
經
濟
法
則
の
理
解
の
上
に
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い 

事
、
そ
の
上
で
勞
働
面
題
を
個
々
バ
ラ
バ
ラ
の
現
象
と
し
て
で
は
な
く
、
資 

本
i

積
の
一
般
法
則=

勞
働
者
階
級
の
窮
乏
化
法
則
か
ら
必
然
化
し
た
も
の 

と
し
て
統
一
的
に
位
®
づ
け
る
と
共
に
、
こ

れ

等
に
對
決
す
る
勞
働
溝
階
級
の 

成
熟
を
歷
史
の
發
展
i

の
中
に
把
え
ね
ば
な
ら
な
い
事
を
學
ぶ
で
あ
ろ
う
。

勿

論

、

こ

れ

等

を

^

^

學

び

取

る

爲

に

は

其

の

後

の

ス

ミ

ス

批

判

者

の

硏

究
 

が
必
要
で
あ
る
の
は
言
う
迄
も
な
■い
が
、

こ
の
點
は
次
稿
に
譲
る
事
と
し
た

、
o

. 

-
 

t
.

fa

典
學
派
に
於
け
るT

賃
勞
働」

問
題
の
分
析
視
角

.(

註
1

)
E. 

Ca
i
m
a
n
,

 

M
,

 

Schrey, 

F
.

匐
，

T

I
身

，M
.

 

T. 

W
e
r
m
e
l
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前
揭
書
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A. 

s

a

F
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zur 
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u
n
d

w
r
i
t
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L
o
h
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 ondtheories, 

1
9
0
5
.

高
橋
誠
一
郎「

賃

銀
學
課
史
上
の
生
存
費
說
•賃
銀
基
金
說
及
び
收
益
說」

( 「
社
會
經
濟
史
學」 

昭
和
七
年

--
*
.月)

。
津
田
誠
一
郎「

正
統
派
學
說
の
賃
銀
論」

(「

正
統
派
經
濟 

學
說」

所
收)

。
森
耕
ニ
郞「

勞
賃
學
說
の
史
的
後
展j

等
。
尤
も
㈠
節
註
の
諸 

論
文
、

及
び
ス
ミ
ス
勞
賃
論
に
窮
乏
化
が
把
え
ら
れ
て
い
な
い
點
を
批
判
さ 

れ
た
黑
川

俊
雄「

古
典
學
派
の
賃
銀
論」

( 「

理

論

經

濟

學

」

ニ
：八

年

一

.一

月) 

に
は
、
鄧
分
的
に
以
上
と
異
る
取
扱
い
が
見
ら
れ
る
が
、
勞
働
諸
問
題
全
般 

を
賞
く
ス
ミ
ス
の
分
析
視
角
の
特
徵
、
或
い
は
そ
れ
を
考
慮
に
入
れ
た
上
で 

の
賃
銀
論
の
檢
討
に
關
す
る
文
献
は
見
當
ら
な
い
。
又
、

卜

Kuczynski, 

 ̂Di
e

 
闩 heofie der L

a
g
e

a.
s >

H
b
e
i
t
e
r

J

2

>

& こ 

0

^
.
で 

は
勞
働
問
題
を
賃
銀
問
題
に
解
消
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
ぅ
立
場
か
ら
、.
示 

.
唆
に
富
む
古
典
派
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
ス
ミ
ス
か
ら

J

.

S•
ミ
ル 

ー«:
5:
い
0
階
級

4

£
と
す
る
點
で
は
、
ス
ミ
ス
の
積
極
面
を
輕
視
す 

る
意
味
で
同
意
出
來
な
い
。

附

記

こ
れ
は
ス
ミ
_ス
か
ら
す
.
S
-.
ミ
ル
迄
を
取
扱
っ
た
修
士
論
文
の
第 

一
章
の
要
約
で
あ
る
。
其
處
で
の
課
題
は
ス
ミ
ス
、
リ
ヵ
-
ド
の
分
析
の
特
徵

.と
、

J • 
S 

•
ミ
ル
に
よ
る
そ

.の

.繼
承
と
！
^

-
新
古
典
派
へ
の
流
れ

を
明
ら
か
に
す
る
事
で
あ
り
、
_

に
際
し
て
は
、
資
本
主
義
の
歷
史
的
認
識 

と
剩
餘
價
値
理
論
の
確
立
に
よ
'?
て
.「

«'
#
;働
に
關
す
る
特
殊
理
論」

の
！

S

 

6

齡

故

い

ぎ

i

マ
ル
.
.クス
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
。
ス
ミ
ス
解
釋
に 

お
け
る
誤
謬
や
、
硏
究
視
角
に
對
し
、
御
批
判
、
御
敎
示
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸 

い
で
あ
る
。
 

(

一
九
五
.五
年
、
七
月
、

一
五
日)

、
 

.

泗

五

(

八
七
七)


